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Ⅰ 評価対象大学院の現況及び特徴 

 

１ 現況 

（１） 名称   九州大学大学院 人間環境学府 実践臨床心理学専攻（専門職学位課程） 

（２）所在地  〒812-8581 福岡県福岡市東区箱崎６丁目 19 番１号 

（３）開設年月 平成 17 年４月 

（４）教員数（平成 21 年５月１日現在） 

        教授 ５名   准教授 ３名   専任講師 ０名 

        助教 ０名   その他 ６名 

（５）学生数（平成 21 年５月１日現在） 

        収容定員 60 名 

        在籍者数 59 名（１年次 29 名  ２年次 30 名） 

 

２ 特徴 

（１）沿革 

本専攻は、九州大学が、わが国最大の臨床心理学の学会である「日本心理臨床学会」第

１回大会を開催した経緯を持ち、第一種指定大学院の第１号でもあるという臨床心理分野

における教育・研究に積極的かつ先駆的に取り組んできた歴史を基盤に、全国初の臨床心

理分野の専門職大学院として、平成 17 年４月設立された。 

 

（２）教育の理念・目的における特徴 

本専攻では、臨床心理分野の高度専門職業人の養成にあたり、（Ａ）その業界でより高度

の知識・技術を持つ指導的な役割を果たすことができる人材を輩出する。（Ｂ）アジアをは

じめ広く国内外で活躍が期待される人材を輩出すると言う理念のもと「様々な臨床心理現

場との連携を深めつつ、種々の臨床心理現場に即応できる臨床心理分野の高度専門職業人

の養成」を目的とし、①医療、教育、福祉、司法・矯正など多岐にわたる臨床心理活動領

域に即応できる人材、②生涯発達における様々な心理援助レベルに対応できる人材、③個

別・集団レベル、ネットワーク・システムレベルなどいろいろな心理援助の介入レベルで

活躍できる人材、④地域及び他分野に根ざしたコラボレーションが可能な人材、の養成を

目標としている。 

 

（３）教育内容における特徴 

教育について、①理論学習と実践経験のバランス、②多様な学内実習と三大領域におけ

る学外実習、③臨床現場に即した具体的・実践的な指導の考え方に基づき、カリキュラム

を臨床心理学基幹科目群（必修：16単位）、臨床心理学展開科目群（必修：18単位）、臨

床心理学基本科目群（選択：10単位以上）と大きく３群に分け、理論的教育と実務的教育

の架橋に留意しつつ、臨床心理士としての実務に必要な専門的スキルを養成できるように

している。 

 

（４）教育方法における特徴 

本専攻では教育目標・教育目的をより高いレベルで達成することを目的に、専攻内にＦ
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Ｄ委員会を設置し、専任教員全員でカリキュラム・ＦＤのあり方等について検討している。

また、入学時、進級時、修了時に学生のディベロップメント調査を実施し教育内容の検討

を行っている。 

平成 20 年度より文部科学省委託事業「専門職大学院等における高度専門職業人養成教育

推進プログラム」において鹿児島大学大学院臨床心理学研究科との共同プログラムとして

「臨床心理実習における客観的評価方法の構築」に取り組んでいる。専門職大学院教育に

おいて重視している臨床心理実習における評価方法の策定を行うことにより学生への適切

な教育方法の構築を進めている。 

 

（５）社会貢献等における特徴 

① 専門職大学院コンソーシアムの実施 

臨床心理学専門職大学院である本専攻をはじめ、医学系学府医療経営・管理学専攻、経

済学府産業マネジメント専攻、法科大学院の法務学府実務法学専攻という、多様性のある

九州大学の専門職大学院の特徴を生かし「専門職大学院コンソーシアム」を立ち上げ、相

互履修制度、市民講座であるレクチャーシリーズの共催等を行うなど、重層的なネットワ

ークの構築と社会貢献に取り組んでいる。 

 

② ＮＰＯ法人九州大学こころとそだちの相談室の設立および連携 

 平成 18 年 11 月、昨今の多種多様な社会の臨床心理分野に関するニーズに応え、本学で

集積されてきた「臨床心理学の知見と専門性」を社会、地域住民に貢献することを目的に

「ＮＰＯ法人九州大学こころとそだちの相談室」を設立した。学生の実習教育の場として

連携を図り、研修会の実施など社会貢献に取り組んでいる。 

 

③ 社会人の学び直しニーズ対応教育推進事業の実施 

 本専攻では平成 19 年度より文部科学省委託事業「社会人の学び直しニーズ対応教育推

進事業」として、「対人援助職を対象とした専門性を高めるためのスキルアッププログラ

ム」を実施し、臨床心理士、教師、社会福祉士、看護師等対人援助職の専門性向上及び相

互の連携を図る取り組みを行っている。 
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Ⅱ 専門職大学院の目的 

 

１ 本専攻は、「様々な臨床心理現場との連携を深めつつ、種々の臨床心理現場に即応でき

る臨床心理分野の高度専門職業人の養成」を目的としている。 

 

２ 本専攻では、この目的を達成するため、人材育成に関し以下のような目標を設定して

いる。 

○ 医療、教育、福祉、司法・矯正など多岐にわたる臨床心理活動領域に即応できる人材

を養成する。 

○ 生涯発達における様々な心理援助レベルに対応できる人材を養成する。 

○ 個別・集団レベル、ネットワーク・システムレベルなどいろいろな心理援助の介入様

式で活躍できる人材を養成する。 

○ 地域及び他分野に根ざしたコラボレーションが可能な人材を養成する。 

 

３ 教育目的を実現するため、以下に示すアドミッション・ポリシーのもと、心理系学部

卒業生に限定せず、一定の臨床心理学的実務経験を有する社会人や、一定の心理学的素

養を持つ他学部の卒業生も受け入れている。また、留学生についても積極的受け入れの

ため外国人留学生特別選抜を行っている。 

 

アドミッション・ポリシー 

 臨床心理分野の高度専門職業人を目指す明確な動機と意欲があること。 

 人間に対する深い関心と理解力を持っていること。 

 柔軟で安定した対人関係能力を持っていること。 

 人間環境に対する幅広い興味と洞察力を持っていること。 

 社会人としての常識と対人援助を行う専門家としての倫理意識を有すること。 

 

４ 教育目的を達成するために、以下の取り組みを行っている。 

○ 理論学習が中心となる講義・演習と経験学習が中心となる実習のバランスを考慮に入

れて教育を行う。 

○ 多様な学内実習と心理臨床の三大領域である医療・保健、教育、福祉領域における学

外実習を行う。 

○ 実務家教員の指導により臨床実践現場における具体的・実践的なきめ細かな実習を行

う。 

○ 豊富な知識と技術を身につけるため種々の臨床実践現場に共通した知識と技術を学ぶ

授業科目（必修科目）と共に、各臨床現場に特有の知識と技術を学ぶ授業科目（必修及

び選択科目）の両方を適切に受講させる。 
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Ⅲ 章ごとの自己点検評価 

第１章 教育目的【項目１－１ 教育目的】 

 

 

 

 

 

＜基準１－１－１に係る状況＞ 

１．教育理念 

（１）専門職大学院における臨床心理分野の高度専門職業人の養成にあたっては、その業

界でより高度の知識・技術を持つ指導的な役割を果たすことができる人材を輩出する。 

（２）専門職大学院における臨床心理分野の高度専門職業人の養成にあたっては、アジア

をはじめ広く国内外で活躍が期待される人材を輩出する。 

 

２．教育目的 

こころの問題の複雑化・多様化に対応できる臨床心理学の高度専門職業人の輩出が社会

的要請であることを踏まえ、本専攻では、「様々な臨床心理現場との連携を深めつつ、種々

の臨床心理現場に即応できる臨床心理分野の高度専門職業人の養成」を教育目的としてい

る。具体的には、以下に述べる４つの資質を兼ね備えた人材を育成する。 

（１）種々の活動領域に対応できる人材 

（２）生涯発達における様々な心理的援助レベルに対応できる人材 

（３）いろいろな心理援助の介入レベルで活躍できる人材 

（４）地域及び他分野に根ざしたコラボレーションが可能な人材 

 

以上のような教育目的を達成するために以下の点に留意して教育を行っている。 

（１）理論学習が中心となる講義・演習と経験学習が中心となる実習とのバランスを考慮

に入れて教育を行っている。 

（２）豊富な知識と技術を身につけるため種々の臨床実践現場に共通した知識と技術を学

ぶ授業科目と共に各臨床現場に特有の知識と技術を学ぶ授業科目の両方を適切に行う。 

（３）多様な学内実習と心理臨床の三大領域である医療・保健、教育、福祉領域における

学外実習を行う。 

（４）実務家教員の指導により臨床実践現場における具体的・実践的なきめ細かな実習を

行う。 

（５）対象が「人間」であるため、人間に対する倫理観や道徳的能力の養成を行う。 

 

これらの教育理念・目的は、専門職大学院設置基準第２条で定める目的及び学校教育法

第 83 条に沿ったものである。【解釈指針１－１－１－１～２】 

 

基準１－１－１ 

 教育の理念、目的が明確に定められており、その内容が専門職大学院設置基準、学校

教育法に適合するものであること（レベル１）。 
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＜基準１－１－２に係る状況＞ 

本専攻の追及する教育上の理念・目的やこれに基づく学修プロセスに関しては、①学生

に対しては、入学以前の段階で教育の目的等を記載した募集要項を配布し、入学後は入学

時のオリエンテーション、学生便覧の配布等により、②大学教職員に対しては、教員会議・

ＦＤの機会を利用した基本方針の確認により、③社会に対しては、パンフレット及びホー

ムページ（http://www.edu.kyushu-u.ac.jp/html/CCPHD/Practice/Index.html）により、

周知徹底を図っている。 

更に学生が発展的・段階的な学習プログラムを明確に理解できるように各系列科目の展

開を必修科目と選択科目別に「２年間の学修の流れ」を作成し学生に説明を行っている。 

以上により、教育の理念や目的は、社会や教職員、学生に対して十分に周知されている。

《添付資料１．２．３》【解釈指針１－１－２－１～２】 

 

 

 

 

 

 

＜基準１－１－３に係る状況＞ 

本専攻の在籍者数は、（資料１－１－３－Ａ）に示すとおり、定員 60 名に対して 100%を

少し超える値で推移し、過不足のない状況である。学生の単位取得状況は、（資料１－１－

３－Ｂ）に示すとおり、平成 19 年度 99.3%、平成 20 年度 99.6%となっている。また、学業

成績については、（資料１－１－３－Ｃ）に示すとおりで、評価の内訳はＡ(優)が平成 19 年

度 90.3%、平成 20 年度 92.5%と高く、ほとんどの学生がカリキュラムに定められた単位を

優秀な成績で修め、専門職大学院としてふさわしい学力や能力を身に付けて修了している。 

 また、修了生の「財団法人日本臨床心理士資格認定協会試験」の受験結果は（資料１－

１－３－Ｄ）のとおりで、合格率は平成 19 年が 96.6%、平成 20 年が 93.1%となっており、

全国平均に比べ高い合格率を示し、高度専門職業人としてふさわしい学力や能力を身に付

けて修了している。【解釈指針１－１－３－１】 

 

資料１－１－３－Ａ 在籍者数（学生定員と現員） 

専攻 
平成 18年度 平成 19年度 平成 20年度 

定員 現員 充足率 定員 現員 充足率 定員 現員 充足率 

実践臨床心理学 60 61 101.7% 60 61 101.7% 60 61 101.7% 

 

 

 

基準１－１－２ 

 教育の理念、目的が周知、公表されていること（レベル１）。 

基準１－１－３ 

 目的において意図している、学生が身に付ける学力、資質・能力や養成しようとする

人材像等に照らして、教育の成果や効果が上がっていること（レベル１）。 
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資料１－１－３－Ｂ 単位取得状況 

平成 19 年度 平成 20 年度 

履修者数 単位取得者数 単位取得率 履修者数 単位取得者数 単位取得率 

895 889 99.3% 892 888 99.6% 

※ 履修登録者数・単位取得者数ともに延べ人数、単位取得率：単位取得者数を履修登録者数で割った比率 

 

資料１－１－３－Ｃ 学業成績 

年度 
合格者 

の割合 
Ａ（優） Ｂ（良） Ｃ（可） Ｄ（不可） 未履修 

平成 19 年度 99.3% 90.3% 8.4% 0.7% 0.0% 0.7% 

平成 20 年度 99.6% 92.5% 6.5% 0.6% 0.2% 0.2% 

               

資料１－１－３－Ｄ 日本臨床心理士資格認定協会試験状況 

年度 受験者数 合格者数 合格率 全国平均 

平成 19 年度 29 28 96.6% 68.9% 

平成 20 年度 29 27 93.1% 65.5% 

 

修了後の進路状況については、（資料１－１－３－Ｅ）に示すとおりで、就職先は臨床

心理専門職への就業となっており、その領域も（資料１－１－３－Ｆ）に示すとおり、医

療、福祉、教育、司法・矯正等多領域に渡っており、「種々の臨床心理現場に即応できる

臨床心理分野の高度専門職業人の養成」を目的としている本専攻の目的に充分達している。

＜基礎データⅠ－２＞【解釈指針１－１－３－２】 

  

資料１－１－３－Ｅ 修了後の進路状況                 （人） 

 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 

大学院博士後期課程進学者 4 7 5 

就職（常勤） 16 13 13 

就職（非常勤） 6 10 13 

その他 4 0 0 

計 30 30 31 

                                             

資料１－１－３－Ｆ 領域別就職者数        （人） 

領域 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 

医療 10 11 15 

教育 2 4 2 

福祉 9 7 8 

司法・矯正 1 1 0 

産業 0 0 1 

計 22 23 26 
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学生の学業の進展状況の調査やカリキュラム等への満足度等を把握するために、入学時、

進級時、修了時にディベロップメント調査を行い、教育の成果の確認や教育改善のための

データとして活用している。（資料１－１－３－Ｇ）に示すとおり、カリキュラムと実習に

ついての満足度は高い。また、18年度修了生(第１期生)に比べ19年度修了生(第２期生)の

評価はカリキュラムにおいても実習についても満足度が向上している。 

臨床心理の専門的技術である心理検査法や心理療法については、（資料１－１－３－Ｈ）、

（資料１－１－３－Ｉ）に示すとおりで、入学時に比べ修了時には理解度、実践度の評価

はいずれも高くなっている。理解度4.0、実践度3.0以上など一定レベルできる検査法、心

理療法の数も確実に伸びが認められる。【解釈指針１－１－３－３】 

 

資料１－１－３－Ｇ 修了時ディベロップメント調査結果(７件法) 

  18 年度修了時 19 年度修了時 

カリキュラムについての満足度 5.02 5.6 

実習についての満足度 5.58 6.1 

 

資料１－１－３－Ｈ 心理検査法の理解度、実践度の第 1期生調査結果（25 心理検査法の

７件法） 

  入学時 修了時 

心理検査理解度 3.24  4.38  

心理検査実践度 2.10  3.67  

理解度 4.0 以上の検査法数 5 14 

実践度 4.0 以上の検査法数 0 10 

 

資料１－１－３－Ｉ 心理療法の理解度・実践度の第 1期生調査結果（15 心理療法の７件

法） 

  入学時 修了時 

心理療法の理解度 3.61  4.25  

心理療法の実践度 2.04  3.23  

理解度 4.0 以上の心理療法数 3  11  

実践度 4.0(3.0)以上の心理療法数 0 (0) 2(9)  

 

修了生や、就職先の関係者からの意見聴取は、修了生およびその修了生の直属上司に対

するアンケートを実施することにより行っている。アンケート調査は修了生の就業後に大

学院での教育を振り返って見たときの評価を把握し、その分析結果を現行のカリキュラム

に反映させることを目的に、平成20年２月に18年度修了生を対象に行った。この結果を（資

料１－１－３－Ｊ）に示す。また、就職先へのアンケート調査は平成21年３月に実施し、

34機関中14機関から回答を得た。その結果を（資料１－１－３－Ｋ）に示す。 

本専攻で養成したい能力である「臨床心理における高い専門性」については、修了生か

らその有用性が評価されている。また、就職先評価についても、「充分満足」「まあ満足」

が「心理面接」92.9%、「心理検査」64.3%、「他職種との連携」92.9%と高い評価を得ている。
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なお、心理検査が心理面接等に比べ満足度がやや低い結果となっているが、これは、「該当

なし（その職場では現在必要とされていない）」の比率も高いことなどから就職先により求

められる心理検査法の違い等も影響していると考えられる。 

これらより、学習の成果については社会においても高く評価されているということが言

え、本専攻の教育の成果・効果があがっている。【解釈指針１－１－３－４】 

 

資料１－１－３－Ｊ 修了生アンケート調査の結果（受けた教育は業務遂行に役立ってい

るか） 

  専門科目 ゼミ 研究 学会発表 論文執筆 

まったく役立っていない 0.0% 0.0% 0.0% 16.7% 0.0% 

あまり役立っていない 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

どちらともいえない 0.0% 0.0% 0.0% 16.7% 16.7% 

いくらか役立っている 50.0% 50.0% 83.3% 50.0% 66.7% 

とても役立っている 50.0% 50.0% 16.7% 16.7% 16.7% 

 

資料１－１－３－Ｋ 修了生の直属上司へのアンケート調査の結果（修了生の身に付けて

いる能力） 

 一般教養 

専門知識・技術 
調査・研

究の経験 

実習・実

務の経験 

表現・ｺﾐｭ

ﾆｹｰｼｮﾝ 
心理 

面接 

心理 

検査 

他職種と

の連携 

充分満足 57.2% 42.9% 28.6% 57.2% 21.4% 14.3% 42.9% 

まあ満足 35.7% 50.0% 35.7% 35.7% 50.0% 35.8% 50.0% 

どちらでもない 7.1% 7.1% 14.3% 7.1% 21.4% 35.8% 0.0% 

やや不満 0.0% 0.0% 7.1% 0.0% 0.0% 7.1% 7.1% 

たいへん不満 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

該当なし 0.0% 0.0% 14.3% 0.0% 7.2% 7.0% 0.0% 

 

第１章 教育目的 ＜優れた点及び改善を要する点等＞ 

 

＜優れた点＞ 

１．学生の単位取得率は高く、学業成績も評価Ａ(優)が 92.5%と高く、学生は、教育理念

である「より高度の知識・技術を持つ指導的な役割を果たす人材」となるべく、高い学

業目標を持ち勉学に励んでいる。 

  また、「日本臨床心理士資格認定協会資格試験」の合格率は平成 19 年度 96.6%、20

年度 93.1%と全国平均を大きく上回る成果を示しており、教育の成果や効果は適切に発

揮されている。 

２．修了後の進路状況において、修了生は本専攻の目的に対応した成果が生かせる医療・

教育・福祉の三大領域をはじめ種々の臨床心理専門職へ進んでおり、高度専門性を有し

た人材を社会に送り出しているという点で教育の成果や効果があがっている。 
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＜特色ある取り組み＞ 

１．本専攻では、学生の学業の進展状況の調査やカリキュラム等への満足度等を把握する

ために、入学時、進級時、修了時にディベロップメント調査を行い、教育の成果の確認

や教育改善のためのデータとして活用している。学生のディベロップメント調査による

意見聴取の結果からも、専攻で提供しているカリキュラムの満足度は高く、専門的な技

術の向上も認められるなど教育の成果や効果は適切に発揮されている。 

 

 

＜改善を要する点＞ 

１．修了生の就職先上司へのアンケート調査において、就職先からも高い評価を得ている

が、教育内容の専門知識・技術において、心理検査が心理面接等に比べ満足度が低いた

め、今後、教育方法の検討が必要である。 
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第２章 教育課程【項目２－１ 教育内容】 

 

 

 

 

 

 

 

＜基準２－１－１に係る状況＞ 

本専攻の教育課程は、実務家としての理論的・実践的知識を幅広く学習させるために系

統的に編成されている。授業科目は、大きく必修・選択に分けられるが、＜基礎データⅡ

－２＞にあるように、演習・実習科目に大きな比重を置き、即戦力となる臨床心理技能の

養成を重要な目的としている。 

事例研究、査定学、地域援助学、面接学という大きな枠組みの中で、個別の事例に対し

て具体的にどのような心理療法を適用していくのかについて、単に面接室内に閉じた形式

ではなく、地域社会との連携や他機関との共同という視点を含めた指導を行っている。同

時に、臨床心理業務に不可欠な臨床心理査定学の演習・実習において投影法を主とするパ

ーソナリティ検査から、発達障害児の診断アセスメントに必要となる知能検査まで幅広く

実践的指導を行っている。 

事例研究演習の中では、学内実習施設である総合臨床心理センターにおいて、実際に事

例を担当し、その事例について研究論文の形で２年次終了時点に提出、全教員による審査

を実施し、一定の臨床心理実践家としての資質が身についているかの確認を行い、その中

で、他者に臨床的に関わる際の倫理的素養・技術・責任感の獲得についてのチェックが行

われている。【解釈指針２－１－１－１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜基準２－１－２に係る状況＞ 

開設授業科目一覧＜基礎データⅡ－２＞にあるように、臨床心理学基本科目（本専攻で

基準２－１－１ 

 教育課程が、理論的教育と実務的教育の架橋に留意しつつ、臨床心理士としての実務

に必要な専門的な臨床心理学の知識、感受性、分析力、表現力、対人関係スキル等を修

得させるとともに、豊かな人間性並びに臨床心理士としての責任感及び倫理観を涵養す

るよう適切に編成されていること（レベル１）。 

基準２－１－２ 

 次の各号に掲げる授業科目が開設されていること（レベル１）。 

（１）臨床心理学基本科目 

（臨床心理学の基本についての科目、学内実習を含む臨床心理査定の科目、学内実

習を含む臨床心理面接の科目をいう。） 

（２）臨床心理展開科目 

（学外実習を含む臨床心理の諸実践領域についての科目、臨床心理事例研究に関す

る科目をいう。） 

（３）臨床心理応用・隣接科目 

（臨床心理学の応用領域・技法に関する科目、臨床心理の応用技法に関する科目、

臨床心理と隣接する領域・分野に関する科目をいう。） 
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は臨床心理学基幹科目としている）、臨床心理展開科目（本専攻では臨床心理学展開科目と

している）、臨床心理応用・隣接科目(本専攻では臨床心理学基本科目としている)が適切に

設置されている。【解釈指針２－１－２－１～３】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜基準２－１－３に係る状況＞ 

開設授業科目一覧＜基礎データⅡ－２＞にあるように、教育上の目的に応じて適当と認

められる単位以上の授業科目を開設している。履修方法については、必修科目(臨床心理学

基幹科目群 16 単位及び臨床心理学展開科目群 18 単位)34 単位、当該専攻に係わる授業科

目について選択科目(臨床心理学基本科目群)10 単位以上計 44 単位以上を修得しなければ

ならないとしている。【解釈指針２－１－３－１～３】 

 

授業科目内容も、基本科目群において、カウンセリング、家族臨床、教育臨床、高齢者

臨床、障害臨床、臨床精神医学など幅広い領域に渡るよう適切に配置されている。 

必修科目は、実践臨床心理学専攻の設置目的に合致するよう、即戦力となる実務家の養

成に必要と見なされる査定学、面接学、地域援助学、事例研究等の演習・実習に大きな比

重を置いている。それらは、Ⅰ、Ⅱ、Ⅲと学年進行に合わせて基礎から応用に向けたカリ

キュラム構成となっている。 

 

第２章 教育課程【項目２－２ 教育授業を行う学生数】 

 

 

 

 

 

 

＜基準２－２－１に係る状況＞ 

履修科目登録状況＜基礎データⅡ－６＞に示すとおり、45 科目中 44 科目は、ほぼ 30 名

以下で適正な人数であったが、１科目のみ人間共生システム専攻臨床心理学指導・研究コ

ースの学生の履修者が多かったために 46 名となっている。 

なお、他専攻の学生の履修は、当該科目の性質に照らして適切な場合に認めている。【解

釈指針２－２－１－１～３】 

 

基準２－１－３ 

 基準２－１－２の各号のすべてにわたって教育上の目的に応じて適当と認められる単

位数以上の授業科目が開設されているとともに、学生の授業科目の履修が同基準各号の

いずれかに過度に偏ることがないように配慮されていること。また、評価対象大学院の

目的に照らして、必修科目、選択必修科目、選択科目等の分類が適切に行われ、学生に

よる段階的履修に資するよう各年次にわたって適切に配当されていること（レベル１）。 

基準２－２－１ 

 専門職大学院においては、少人数による双方向又は多方向的な密度の高い教育を行う

ことが基本であることにかんがみ、ひとつの授業科目について同時に授業を行う学生数

が、適切な規模に維持されていること（レベル１）。 
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第２章 教育課程【項目２－３ 授業の方法】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜基準２－３－１に係る状況＞ 

（１）各授業科目では専門的な臨床心理学の知識を特定の分野に偏ることなく幅広く学べ

るようにし、具体的な問題解決に必要な臨床心理的分析能力その他の臨床心理士とし

て必要な能力を育成するため実際の事例をもとにしての学習の機会を多く取り入れ、

授業科目の性質に応じて少人数による講義、演習、見学、実習等の適切な方法がとら

れている。双方向的・多方向的な討論、ロールプレイ、現場体験、事例研究等の方法

がとられている。《添付資料１シラバス》【解釈指針２－３－１－１～３】 

   学外実習においては、事前のオリエンテーションで、実習先での関連法令の遵守、

守秘義務遵守等について指導が行われている＜基礎データⅢ－12＞。また教員は実習

先への訪問や実務指導者との緊密な連絡・連携をとって実習学生の指導監督に努め、

単位認定においても実習先のコメントと学内における事前指導（オリエンテーショ

ン）・中間指導・事後指導をもとに総合的に評価している。 

さらに、実習先への移動時間や負担等について不公平にならないように、３領域の

実習先のバランスを考慮している。【解釈指針２－３－１－４】 

 

（２）授業の計画、各授業科目における授業の内容及び方法、成績評価の基準と方法はシ

ラバス《添付資料１》に記載し、そのシラバスはガイダンス等で説明し、ホームペー

ジ上で公開・周知している。（http://www.human.kyushu-u.ac.jp/） 

 

（３）授業時間割《添付資料１》は学生の自習時間を考慮しており、各授業に係わる関係

資料が配布され、自習すべき事項の指示がなされている。第１０章の各基準に適合す

る環境整備も行われている。 

  集中講義は（資料２－３－１－Ａ）に示すとおり通常の授業と重ならないような期

間に設定し、事前事後の学習時間の確保ができるようにしている。【解釈指針２－３－

１－５～６】 

 

 

基準２－３－１ 

 授業は、次に掲げるすべての水準を満たしていること（レベル１）。 

（１）専門的な臨床心理学の知識を確実に修得させるとともに、具体的な問題解決に必

要な臨床心理的分析能力その他の臨床心理士として必要な能力を育成するため、授

業科目の性質に応じた適切な方法がとられていること。 

（２）１年間の授業の計画、各授業科目における授業の内容及び方法、成績評価の基準

と方法があらかじめ学生に周知されていること。 

（３）授業の効果を十分に上げられるよう、授業時間外における学習を充実させるため

の措置が講じられていること。 
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 資料２－３－１－Ａ 平成 20 年度集中講義 

講 義 名 開 講 日 

健康支援学特論 平成 20 年９月 24 日～26 日 

司法・矯正臨床心理学特論 平成 21 年２月 16 日～18 日 

 

第２章 教育課程【項目２－４ 履修科目登録単位数の上限】 

 

 

 

 

 

 

＜基準２－４－１に係る状況＞ 

学生に対しては、各学年・各学期に履修すべき科目を明示・解説の機会を確保し、いわ

ゆるキャップ制に基づいた適切な履修単位数の指導を行っている。九州大学大学院人間環

境学府規則において、学生が１年間に履修できる授業科目として登録することができる単

位の上限を 34 単位としている。《添付資料１ 学生便覧 p16》 

 

第２章 教育課程 ＜優れた点及び改善を要する点等＞ 

 

＜優れた点＞ 

１．臨床心理学基本科目（本専攻では臨床心理学基幹科目としている）、臨床心理展開科目

（本専攻では臨床心理学展開科目としている）、臨床心理応用・隣接科目（本専攻では臨

床心理学基本科目としている）が適切に設置され、授業科目内容も、基本科目群におい

て、カウンセリング、家族臨床、教育臨床、高齢者臨床、障害臨床、臨床精神医学など

幅広い領域に渡るよう適切に配置されている。必修科目は、実践臨床心理学専攻の設置

目的に合致するよう、即戦力となる実務家の養成に必要と見なされる査定学、面接学、

地域援助学、事例研究等の演習・実習に大きな比重を置いている。それらは、Ⅰ、Ⅱ、

Ⅲと学年進行に合わせて基礎から応用に向けたカリキュラム構成となっている。 

このように教育内容は、バランスよく幅広い内容をカバーしており、教育方法も多様

性に富んでいる。 

 

＜改善を要する点＞ 

１．履修科目登録状況で１科目のみ 46 名と 30 名を超えていたので、今後は授業担当者が

意識してチェックをすることによって 30 名以内の少人数教育をめざす必要がある。 

 

２．本学では、本専攻と別途に、日本臨床心理士資格認定協会第１種指定大学院である「人

間共生システム専攻臨床心理学指導・研究コース」を有している。今後、本専攻との整

合性を検討する必要がある。 

基準２－４－１ 

 各年次において、学生が履修科目として登録することのできる単位数は、履修科目の

学習を着実なものとするために、原則として３８単位が上限とされていること（レベル

１）。 
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第３章 臨床心理実習【項目３－１ 学内実習施設】 

 

 

 

 

 

 

＜基準３－１－１に係る状況＞ 

学内実習施設である総合臨床心理センターには、個別面接室が 10 室、集団面接室が５室

あり、適度な広さで、明るく落ち着いた雰囲気があり、話し声が外に漏れない構造になっ

ている。集団面接室は、遊戯療法室として使用可能で、トランポリン、滑り台、平均台、

室内ブランコ、ボールプール、大型積み木、卓球台、三輪車等の大型遊具の他、ぬいぐる

み、ままごとセット、サッカーボール、キャッチボール道具など種々の遊具を揃えている。

また、怪我をしないように床には、カーペットやセラピーマットを敷き、安全面の配慮を

している。【解釈指針３－１－１－１～２】 

 

 総合臨床心理センターには、事務室を有し、事務員が常駐し、実習の遂行がスムーズに

行われるように、コピー機、ＰＣなどの備品を整え、実習に関わる様々な書類、実習室の

管理などを行っている。また、総合臨床心理センターには、その他の施設として、受付、

相談員室、待合室、面接記録を安全に保存するための面接記録保管室を設けている。 

 総合臨床心理センターは、関係者以外の立ち入りを制限し、入り口にはスロープ、セン

ター内にはエレベーターを設置し、また各階に障害者用トイレがあり、バリアフリーとな

っている。【解釈指針３－１－１－３～５】 

 

 面接室、遊戯療法室、事務室等の各施設には、非常ベルや非常口、防犯用具など、不測

の事態において安全を確保するための適切な設備が備えられ、非常時の対応については、

相談員や学生に対して、オリエンテーション時に説明を行い、周知を徹底している。＜基

礎データⅢ－１＞【解釈指針３－１－１－６】 

 

第３章 臨床心理実習【項目３－２ 学内臨床心理実習】 

 

 

 

 

 

 

＜基準３－２－１に係る状況＞ 

学内実習施設である総合臨床心理センターは、「子ども発達相談部門」、「心理教育相談部

門」、「生涯発達相談部門」の３部門を置き、自閉症児・知的障害児、不登校、いじめ、非

行、習癖・無気力等の様々な問題行動、うつ病や中年期の心の問題等、多様なケースに対

基準３－１－１ 

 学内実習施設（臨床心理センター等）には、その規模に応じ、臨床心理実習を行うに

必要十分な面接室、遊戯療法室、事務室その他の施設（相談員室、待合室等）が整備さ

れていること（レベル１）。 

基準３－２－１ 

 学内実習施設（臨床心理センター等）における臨床心理実習の内容、時間、倫理遵守、

学生のケース担当、ケースカンファレンス、スーパーヴィジョン体制等について適切な

配慮がなされていること（レベル１）。 
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応している。臨床心理実習の内容としては、電話受付、インテーク陪席、ケース担当を行

い、各部門（「心理教育相談部門」と「生涯発達部門」は合同）に於いて週１回ケースカン

ファレンスを行い、臨床心理実習の内容と時間は十分確保されている。【解釈指針３－２－

１－１】 

 

「倫理遵守」については、クライエントの権利擁護、インフォームド・コンセント、守

秘義務遵守及び守秘義務解除、個人情報・面接記録の取り扱い、ハラスメントの予防等、

心理臨床を行うにあたって遵守すべき倫理について、「臨床心理士倫理要綱」に基づき指導

を行うと共に、個々のケースについてインテークカンファレンス及びケースカンファレン

スにおいて、実践的指導を行っている。【解釈指針３－２－１－２】 

 

 「学生のケース担当」については、クライエントの発達段階や問題が偏らず多様になる

ように総合臨床心理センターの相談ケース数及び時間を確保しており、一人あたりの担当

ケース数は２～８で、平均 3．3ケースとなっている。また、インテーク面接には臨床心理

士有資格者の博士課程の大学院生及び教員が陪席をする等、責任をもって指導に当たって

いる。＜基礎データⅢ－８＞【解釈指針３－２－１－３】 

 

 「ケースカンファレンス」は、学生が事例を発表し、教員がコメントや指導を行ってい

る。その際学生数が概ね 20 名以内になるように４室に分けて行っている。＜基礎データⅢ

－９＞【解釈指針３－２－１－４】 

 

 「スーパーヴィジョン体制」については、学内の教員からの指導のみではなく、臨床心

理センターにおいて、センター研究員（スーパーヴァイザー）として登録をしてもらって

いる他大学の教員や臨床現場で働いている臨床心理士に依頼して行っており、適切なスー

パーヴィジョンが行われている。＜基礎データⅢ－10＞【解釈指針３－２－１－５】 

 

 以上のような学内実習が充実したものとなるように在籍学生の３倍以上のケースが来談

するようにホームページ等で広報に努めている。【解釈指針３－２－１－６】 

 

第３章 臨床心理実習【項目３－３ 学外実習施設】 

 

 

 

 

 

＜基準３－３－１に係る状況＞ 

学外実習施設として、（資料３－３－１－Ａ）に示すとおり、医療・保健領域は、精神科

病院、心療内科病院等 18 カ所、教育領域は、小・中学校の適応指導教室、教育センター等

13 カ所、福祉領域は、児童相談所、児童養護施設、情緒障害児短期治療施設等 13 カ所を

確保しており、学生は、３領域で学外実習を受けている。また、１機関における実習生数

基準３－３－１ 

 学外実習施設には、心理臨床の三大領域（医療・保健、教育、福祉）すべてが含まれ

ていること（レベル１）。 
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は、原則１～２名としておりきめ細かい指導が行われている。【解釈指針３－３－１－1～

３】 

 

 医療領域および福祉領域の実習先は、原則として臨床心理士が勤務している機関に依頼

しているが、医療領域では精神科病院１カ所、福祉領域では乳児院１カ所に臨床心理士の

配置がない。 

しかし、当該医療機関においては、精神科医師による実習指導が行われていること、乳

児院には常勤の心理職が勤務しており実習指導にあたっていることから、臨床心理士勤務

機関と同等の指導が行われている。 

 教育領域の実習先は、教育センターには臨床心理士の勤務があるが、適応指導教室およ

び特別支援学校等においては、臨床心理士が勤務している機関は３カ所である。これは、

小・中学校等教育機関には職務として臨床心理士の配置が行われていない現状を反映した

ものである。 

しかし、本専攻指導教員（教育領域実務家教員）が巡回指導など行い各学校、適応指導

教室と実習内容についての綿密な協議がなされており、臨床心理士勤務機関と同等の指導

が行われている。【解釈指針３－３－１－４】 

 

資料３－３－１－Ａ 平成 20 年度学外実習先 

臨床領域 実 習 先 機 関 計 

医療・保健領域 

 

精神科病院 16 カ所、老年医療病院１カ所、心療内科１カ所 
18 

教育領域 適応指導教室７カ所 発達教育センター、特別支援学校、情緒障害児通級学

級２カ所、言語・難聴通級学級、中学校 
13 

福祉領域 児童相談所３カ所、児童自立支援施設、情緒障害児短期治療施設、障害福祉

センター２カ所、児童養護施設３カ所、乳児院２カ所、障害者生活支援施設 
13 

 

第３章 臨床心理実習【項目３－４ 学外臨床心理実習】 

 

 

 

 

 

＜基準３－４－１に係る状況＞ 

学外臨床心理実習は、本専攻において作成した「臨床心理学外実習の手引き」に基づき

実施している。＜基礎データⅢ－12＞ 

学外実習は、医療・保健領域、教育領域、福祉領域それぞれを「臨床心理地域援助学実

習Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ」と位置づけ、各２単位である。実習は週１、10 日間の実習となっている。

１回の実習時間は、基本的に９時から 17 時であるが、各実習施設の状況により実習が効果

的に行われるよう設定している（例えば、児童養護施設実習の場合、学齢児童が昼間は登

校していることを考慮し、実習時間を 13 時から 21 時としているなど）。 

基準３－４－１ 

 学外実習施設における臨床心理実習の内容、時間、倫理遵守、指導体制等について適

切な配慮がなされていること（レベル１）。 
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 実習評価については、①実習およびオリエンテーション、中間シェアリング、実習報告

会への出席状況や発言、②実習日誌、実習レポート、③実習先評価、により総合的に行っ

ている。 

 また、１年次の４月に精神保健福祉センター、児童相談所、教育センターなど５カ所の

施設見学を行い学生の臨床心理関係機関についての知識と学外実習へのモチベーションを

高めている。【解釈指針３－４－１－１】 

 

 心理臨床において遵守すべき倫理（クライエントの権利擁護、インフォームド・コンセ

ント、守秘義務遵守及び守秘義務解除、個人情報・面接記録の取扱い、ハラスメントの予

防等）について、学生が適切に学外実習に臨むことができるように指導している。特に実

習先での社会人としての行動及び倫理問題については、実務家教員の各領域における長年

の実務経験に基づき具体的に指導を行っている。【解釈指針３－４－１－２】 

 

学外臨床心理実習は、実習担当実務家教員が実習先担当者と実習日程、人数、内容等に

ついて協議を行い、年度の実習計画を立てている。 

事前指導（事前オリエンテーション）において、①学外実習の意義、目的の明確化、②

実習施設・機関の種類と実習概要の理解、③実習費及び保険制度、④実習の流れ、⑤実習

計画、実習日誌の書き方、⑥遵守すべき倫理、について指導を行う。 

実習期間中は、中間指導（シェアリング）を行い、欠席・遅刻の有無、実習活動内容、

実習機関から指導や注意を受けた事柄、実習前半が終わって考えたこと、困ったことなど

を報告するとともに他学生の実習状況も共有する中で今後の自分の実習課題について考え

る指導を行う。 

実習終了後は、終了報告会（シェアリング）を行い、実習を通して臨床心理学視点から

学んだことや考えたことについて実習修了報告書を作成、発表すること、他学生の報告を

聞くことにより実習の成果を共有するとともに、今後の自分の課題について認識を深める

指導を行っている。【解釈指針３－４－１－３】 

 

第３章 臨床心理実習 ＜優れた点及び改善を要する点等＞ 

 

＜優れた点＞ 

１．学内実習施設である総合臨床心理センターは、「子ども発達相談部門」、「心理教育相談

部門」、「生涯発達相談部門」の３部門を置き、自閉症児・知的障害児、不登校、いじめ、

非行、習癖・無気力等の様々な問題行動、うつ病や中年期の心の問題等、多様なケース

に対応しており、学生は、さまざまな問題、対象年齢など、多様なケースについて学ぶ

ことができる。 

 

２．学外実習においては、１施設あたり１～２名の人数となるように充分な実習先を確保

している。そのため実習先で手厚い指導が行われ、充実した実習となっている。 
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＜改善を要する点＞ 

１．学生の学内実習が十分行われるよう総合臨床心理センターの相談数及び時間を確保し

ているが、一人あたりの担当ケース数が２～８と偏りがあるため、すべての学生が３ケ

ース以上担当できるようにきめ細かい指導が必要である。 
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第４章 学生の支援体制【項目４－１ 学習支援】 

 

 

 

 

 

 

＜基準４－１－１に係る状況＞ 

本専攻では、履修については、専門職大学院係の履修案内に加え、学生が各教員に相談

できる時間帯をシラバスに明示し、相談にのれる体制をとっている。 

年度当初１、２年次全員に対してオリエンテーション資料に基づき、必修授業の履修の

仕方、必修ではないが臨床心理士の資質として必要であろうと全教員が認めた教員推薦授

業（準必須と呼ぶ）の履修、選択科目の履修についてオリエンテーションを行っている。 

《添付資料 12》【解釈指針４－１－１－１～２】 

さらに、学外実習授業に関しては、年度当初に実務家教員を中心として学外実習の手引

き＜基礎データⅢ－12＞を用いて実習授業オリエンテーションを行っている。 

学内実習に関しては、年度当初に各部門室長及び主任を中心にして、総合臨床心理セン

ターの部門「子ども発達相談部門」「生涯発達相談部門」「心理教育相談部門」において、

各部門の資料を用いて学内実習の仕方についてのオリエンテーションを行っている。  

《添付資料 10、11》【解釈指針４－１－１－３】 

 

 

 

 

 

 

 

＜基準４－１－２に係る状況＞ 

目的及び教育課程上の成果を実現する上で、教員と学生とのコミュニケーションを十分

に図ることができるよう主指導教員と副指導教員の２名の指導教員体制を取り、学習相談

及び指導・助言を行っている。 

特に、事例研究論文作成に関しては、主査（主指導教員）・副査（副指導教員）制をとっ

ており、かつ、主査・副査及び他の教員からの指導も受けられるようにするため、教員学

生全員参加による中間発表会と論文提出後は全員参加の論文発表会を開催している。これ

らの発表会は、主査・副査による評価を行う場であるとともに教員と学生のコミュニケー

ションの場そして１年次の論文作成に関する学習の場でもある。《添付資料 13》 

本専攻では、学生が各教員に相談できる時間帯（オフィスアワー）をシラバスに明示し、

相談にのれる体制をとっている。さらに、主指導教員は、指導学生に対して毎週定時の学

習相談、指導・助言体制を設けている。【解釈指針４－１－２－１】 

学習相談、指導・助言体制を有効に機能させるため、学生には学生用の学習・研究室が

基準４－１－１ 

 学生が在学期間中に教育課程の履修に専念できるよう、また、教育課程上の成果を上

げるために、評価対象大学院の目的に照らして、履修指導の体制が十分にとられている

こと（レベル１）。 

基準４－１－２ 

 目的及び教育課程上の成果を実現する上で、教員と学生とのコミュニケーションを十

分に図ることができるよう、学習相談、指導・助言体制の整備がなされていること（レ

ベル１）。 
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用意されており、異なる指導教員の学生が混合するように配置し、博士後期課程学生も同

室し、専門職学位課程学生への相談・助言を行っている。また、毎週定時の助言・指導を

行うための研修室・会議室等が整備されている。【解釈指針４－１－２－２】 

 

 

 

 

 

＜基準４－１－３に係る状況＞ 

本専攻の学内実習施設である総合臨床心理センターでは、「心理教育相談部門」「子ども

発達相談部門」「生涯発達相談」の非常勤研究員及び研究支援推進員が、学内実習教育の補

助者として、電話受付、インテーク面接、ケース面接に関する教育補助者として学生の助

言指導を行う体制を作っている。＜基礎データⅢ－４＞ 

 また、演習の授業では博士後期課程の学生をＴＡとして雇いあげ、教育補助者として用

いて演習授業の充実に資している。【解釈指針４－１－３－１】 

 

 

 

 

 

 

＜基準４－１－４に係る状況＞ 

本専攻では、「種々の臨床心理現場に即応できる人材の養成」を目的としており、各学生

が希望する知識・技術等により、履修指導を行う。また、入学者のうち、学生のバックグ

ラウンド（特に留学生や他領域から入学した者）により、心理学の基礎について学習の補

完が必要と認められる者については、次により履修指導を行う。（資料４－１－４－Ａ） 

【解釈指針４－１－４－１】 

 

① 入学時のオリエンテーション等において、指導教員による個別の履修指導を行い、教

育学部で開講する心理学の基礎科目（例えば、発達に関する素養が不足する者には発達

心理学、統計的素養が不足する者には心理統計、心理テストの素養が不足する者には心

理テスト法）を履修させる。なお、当該科目については、単位認定は行うが、履修要件

には加えないものとする。 

② 該当学生が留学生の場合には、チューター制度により、他領域から入学した者の場合

にはＴＡを活用して学習の支援を行うとともに、オフィスアワーにおいて日常的に指

導・相談等を行う。 

 

 

 

 

基準４－１－３ 

 各種の教育補助者による学習支援体制の整備に努めていること（レベル２）。 

基準４－１－４ 

 多様な経験を有する社会人等を受入れた場合、その基礎学力を補うための対策が講じ

られていること（レベル１）。 
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資料４－１－４－Ａ 20 年度 １年次の心理学専門に関する履修状況 

平成 20 年度１年次在籍者 30 人 

１.大学院入学前、心理学を専攻した院生 25 人 

２.大学院入学前、心理学を専攻していない院生 5 人 

上記２の院生の内、心理学に関する論文を書いた者(卒論、聴講生論文など) 4 人 

上記２の院生の内、大学入学後に学部の授業等で心理学基礎科目（心理統計法・心理テスト法

など）の受講者 

 

 4 人 

 

第４章 学生の支援体制【項目４－２ 生活支援等】 

 

 

 

 

 

＜基準４－２－１に係る状況＞ 

 学生の経済的支援に関しては、日本学生支援機構の奨学金を中心にして、複数の奨学金

が貸与または給付されるようにしている。＜基礎データⅣ－１＞からも分かるように、奨

学金受給者は多く、平成 20 年度は入学者 30 名のうち 19 名（63%）が受給している。学生

は、アルバイト等を極力控え、教育課程の履修に専念しているといえる。【解釈指針４－２

－１－１】 

 

修学および学生生活に関する相談・助言・支援については、「学生生活・修学相談室」、

「ハラスメント相談室」、「健康科学センター相談室」、「各学部等相談員（大学院を含む）」

「何でも相談窓口」など複数の窓口が設置され、支援体制を整えている。＜基礎データⅣ

－５～７＞【解釈指針４－２－１－２】 

 

第４章 学生の支援体制【項目４－３ 障害のある学生に対する支援】 

 

 

 

 

 

＜基準４－３－１に係る状況＞ 

 障害のある受験者に対しては、試験時間の延長と別室受験の実施など具体的措置が決め

られている。通常の試験時間の 1.3 倍の延長は、大学入試センター試験における身体に障

害がある受験者の取り扱いに準じている。＜基礎データⅣ－８＞【解釈指針４－３－１－

１】 

  

現在、身体に障害を持つ学生は在籍していないが、講義・演習・実習室は、車いす使用

基準４－２－１ 

 学生が在学期間中に教育課程の履修に専念できるよう、学生の経済的支援及び修学や

学生生活に関する相談・助言・支援体制の整備に努めていること（レベル２）。 

基準４－３－１ 

 身体に障害のある者に対して、受験の機会を確保するとともに、施設及び設備の充実

を含めて、学習や生活上の支援体制の整備に努めること（レベル２）。 
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者のための施設・設備を整えており、学生への支援、実習・実技上の特別措置等相当な配

慮を行う体制はある。＜基礎データⅣ－９＞【解釈指針４－３－１－２～３】 

 

第４章 学生の支援体制【項目４－４ 職業支援（キャリア支援）】 

 

 

 

 

 

 

＜基準４－４－１に係る状況＞ 

 進路オリエンテーション資料に基づき、年度当初において「進路オリエンテーション」

を実施している。＜基礎データⅣ－10＞ 

基本的内容は、入学時から２年間の「進路・就職の時間的展望」、「就職情報の入手の仕

方」、「本専攻への過去の求職状況」、「過年度の進路希望動向」「過年度の進路先」などから

なっている。このオリエンテーション資料の説明に基づき、指導教員が個別的相談・助言

を行う。【解釈指針４－４－１－１】 

 

 修了生の職場および進路先の報告などの掲載された同窓会会報の配布による進路先の情

報提供を行っている。《添付資料 16》【解釈指針４－４－１－２】 

さらに、各教員、専攻及び総合臨床心理センターへの求人は、臨床心理センター掲示板

に求人情報として広報する体制をとっている。【解釈指針４－４－１－３】 

 

第４章 学生の支援体制 ＜優れた点及び改善を要する点等＞ 

 

＜優れた点＞ 

１．学生が在学期間中に教育課程の履修に専念できるよう、また、教育課程上の成果を上

げるために、年度当初に授業履修や実習について、詳細で丁寧なオリエンテーションを

実施している。 

２．教員と学生とのコミュニケーションを十分に図ることができるよう主指導教員と副指

導教員の２名の指導教員体制を取り、学習相談及び指導・助言を行っている。 

３．社会人入学者は、教育学部心理学系との連携により、必要とされる学部心理系科目（テ

スト法など）を受講しており、社会人等を受入れた場合、その基礎学力を補うための対

策がとられている。 

４． 教育課程の履修に専念できるよう学生の経済的支援は、奨学金受給により行っており、

修学・学生生活支援の体制を整備している。 

５．身体に障害のある受験生への具体的措置を講じ、また、入学者があった場合の支援体

制は整備している。 

６．進路オリエンテーション資料により、詳細かつ丁寧な進路オリエンテーションを毎年

実施し、基本的な職業支援を行っている。 

基準４－４－１ 

 学生支援の一環として、学生がその能力及び適性、志望に応じて、主体的に進路を選

択できるように、必要な情報の収集・管理・提供、ガイダンス、指導、助言に努めてい

ること（レベル２）。 
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第５章 成績評価及び修了認定【項目５－１ 成績評価】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜基準５－１－１に係る状況＞ 

成績評価は、九州大学大学院人間環境学府規則の第８条により、Ａ(優)Ｂ（良）Ｃ（可）

Ｄ(不可)の４段階からなり、その基準点はＡ：80～100 Ｂ：70～79 Ｃ：60～69 Ｄ：59

以下である。Ａ(優)Ｂ（良）Ｃ（可）を合格、Ｄ(不可)を授業目的により要求される水準

に達していないものとして、不合格としている。本専攻では、科目名・授業計画・成績評

価の方法等が記載された履修の手引きとシラバスを作成し、公開している。 

（http://www.human.kyushu-u.ac.jp/）。 

また、シラバスの活用に向けて、年度当初のオリエンテーションで履修の手引きおよび

インターネット上のシラバスを参照して履修計画を立てるように指導をしている。《添付資

料１ 学生便覧・シラバス》【解釈指針５－１－１－１】 

 

成績評価における考慮要素、授業における遅刻・欠席の取り扱いについては、教員会議

において周知するとともに、学生に対してはオリエンテーション及び授業において周知徹

底を図り、毎回出欠を確認している。履修した授業科目については、出席・授業での発表・

討論・レポート等、各担当教員が評価を行っている。＜基礎データⅤ－１＞ 

レポート等を課してそれを成績に反映させている科目においては、シラバスにおいても

その旨を記載するとともに、オフィスアワーや電子メール等による授業内容等に関する質

問・相談についての対応方法を開示している。 

成績評価について説明を希望する学生に対しては、担当科目の教員がオフィスアワーの

時間などで基準等必要関連情報の説明を行っている。また、再試験および追試験を実施す

る場合には、厳正で公平な試験となるよう配慮している。【解釈指針５－１－１－２～４】 

 

 

 

 

 

 

基準５－１－１ 

 学修の成果に係る評価（以下、「成績評価」という）が学生の能力及び資質を正確に反

映する客観的かつ厳正なものとして行われており、次に掲げるすべての基準を満たして

いること（レベル１）。 

（１）成績評価の基準が設定され、かつ、学生に周知されていること。 

（２）当該成績評価の基準にしたがって成績評価が行われていることを確保するための

措置がとられていること。 

（３）成績評価の結果が、必要な関連情報とともに学生に告知されていること。 

（４）期末試験を実施する場合には、実施方法についても適切な配慮がなされているこ

と。 

基準５－１－２ 

 学生が在籍する評価対象大学院以外の機関における履修結果をもとに、評価対象大学

院における単位を認定する場合には、教育課程の一体性が損なわれていないこと、かつ、

厳正で客観的な成績評価が確保されていること（レベル１）。 
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＜基準５－１－２に係る状況＞ 

 臨床心理学専門職大学院である本専攻をはじめ、医学系学府医療経営・管理学専攻、経

済学府産業マネジメント専攻、法科大学院の法務学府実務法学専攻という、多様性のある

九州大学の専門職大学院の特徴を生かし「専門職大学院コンソーシアム」を立ち上げ、相

互履修制度を行っている。相互履修制度においては、本専攻の一体性が損なわれないよう

に、修了要件の単位としては認めていない。 

また、各専門職大学院の担当者が会議を行い、対象科目・成績評価方法を話し合い、シ

ラバスを作成し公開している。成績評価は出席・授業での発表・討論・レポート・試験等

により、各学府の規則に則り、各担当教員が評価を行っている。《添付資料 17》  

 

第５章 成績評価及び修了認定【項目５－２ 修了認定】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜基準５−２−１に係る状況＞ 

 本専攻では、九州大学大学院人間環境学府規則の第 17 条＜添付資料１：学生便覧＞にお

いて２年以上在学し、44 単位以上を修得することと定めている。また臨床心理学基本科目

（本専攻では「臨床心理学基幹科目群」と呼称）16 単位、臨床心理展開科目（本専攻では 

 

＜基準５－２－１に係る状況＞ 

本専攻では、九州大学大学院人間環境学府規則の第 17 条《添付資料１：学生便覧》にお

いて２年以上在学し、44 単位以上を修得することと定めている。また、臨床心理学基本科

目（本専攻では「臨床心理学基幹科目群」と呼称）16 単位、臨床心理展開科目（本専攻で

は「臨床心理学展開科目群」と呼称）18 単位を必修とし、臨床心理応用・隣接科目（本専

攻では「臨床心理学基本科目群」と呼称）10 単位以上を選択としている。 

 修了判定・学位の授与状況＜基礎データⅤ－３＞によれば、修了判定を受けた者はすべ

てこれらの条件を満たしている。 

基準５－２－１ 

 専門職大学院の修了要件が、次に掲げるすべての基準を満たしていること（レベル１）。 

（１）２年（２年を超える標準修業年限を定める研究科、専攻又は学生の履修上の区分

にあっては、当該標準修業年限）以上在籍し、44 単位以上を修得していること。 

この場合、次に掲げる取扱いをすることができる。 

ア 教育上有益であるとの観点から、他の大学院（他専攻等を含む。）において履修

した授業科目について修得した単位を、20 単位を超えない範囲で、評価対象大学院に

おける授業科目の履修により修得したものとみなすこと。 

イ 教育上有益であるとの観点から、評価対象大学院に入学する前に大学院におい

て履修した授業科目について修得した単位を、アによる単位と合わせて 14 単位を超え

ない範囲で、評価対象大学院における授業科目の履修により修得したものとみなすこ

と。なお、当該単位数、その修得に要した期間その他を勘案し、１年を超えない範囲

で評価対象大学院が定める期間在学したものとみなすことができる。 

（２）次のアからウまでに定める授業科目につき、それぞれアからウまでに定める単位

数以上を修得していること。 

ア 臨床心理学基本科目     16 単位 

イ 臨床心理展開科目      18 単位 

ウ 臨床心理応用・隣接科目   10 単位 

（３）（１）及び（２）を踏まえて、総合的に判定が行われること。 
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 なお、修了認定にあたっては単位を満たせば機械的に修了を認めるのではなく、教員会

議で総合的に判定をしている。 

 

第５章 成績評価及び修了認定 ＜優れた点及び改善を要する点等＞ 

 

＜優れた点＞ 

１．成績評価基準については、履修の手引きとシラバスにおいて明確に提示するとともに、

オリエンテーション及び授業においても周知徹底が図られている。重要要素である授業

における遅刻・欠席の取り扱いについても、教員会議において周知している。学生に対

しては、オフィスアワーや電子メール等による授業内容等に関する質問・相談について

の対応方法も開示している。 
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第６章 教育内容及び方法の改善措置【項目６－１ 教育内容及び方法の改善措置】 

 

 

 

 

 

＜基準６－１－１に係る状況＞ 

 本専攻における教育の内容及び方法の改善を図るための研修及び研究は、本専攻ＦＤ委

員会（全教員から構成され、ほぼ毎月１回開催）において実施されてきた。実務家教員に

よるＦＤワーキンググループ（本専攻設置初年度の平成 17 年度ならびに翌 18 年度におい

ては毎週１回開催、平成 19 年度からは適宜開催）で検討された事項をＦＤ委員会において

提案・討議する体制となっている。＜基礎データⅥ－１＞【解釈指針６－１－１－１～２】 

 

 また本専攻ＦＤ委員会に先立って行われる教員会議（全教員により毎月１回開催）では、

アドミッション・ポリシー、ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー等や教務委

員会に関する事項を扱う他、以下のような研修、研究を組織的かつ継続的に実施している。

【解釈指針６－１－１－３】 

 

（１）九州大学の他専門職大学院との連携（専門職大学院コンソーシアム）の推進《添付

資料 17》 

 

（２）学生対象のディベロップメント調査の実施 

 平成 17 年度（本専攻設置初年度）より毎年、臨床心理におけるキャリアの成長プロセス

をみることにより大学院のカリキュラムの検討を行うことを目的に、大学院入学時、２年

進級時、２年修了時にディベロップメント調査を実施している。教育カリキュラムについ

ての満足度、実習についての満足度をみる他、心理検査法および心理療法の理解度と実践

度を調査している。《添付資料 18》 

 

（３）教育方法や教育上配慮すべき点に関するセミナーへの参加 

 本専攻の教員は、九州大学大学院人間環境学府において開催されるＦＤセミナーに参加

することにより、大学院生に対して必要となる心理的援助、教授法、教育改善方策等につ

いての研修を重ねている。（資料６－１－１－Ａ） 

 

資料６－１－１－Ａ 人間環境学府ＦＤセミナー 

年月日 タイトル 参加者数 

平成 18 年 １月 25 日 大学院生への心理的援助を考える 55 

平成 19 年 11 月 28 日 大学における教授法とＦＤ 52 

平成 20 年 ７月 23 日 教員の適正配置について 50 

平成 21 年 ３月 ５日 修了生の調査を通した点検評価から教育改善へ 61 

基準６－１－１ 

 教育の内容及び方法の改善を図るための研修及び研究が、組織的かつ継続的に行われ

ていること（レベル１）。 
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（４）第 27 回日本心理臨床学会における自主シンポジウムの開催 

「専門職大学院における臨床心理士養成プロセスのあり方を考える－現場実習体験を中

心に－」として、教員、本専攻修了生、学外実習先担当者によるシンポジウムを開催し、

意見交換を行い臨床心理士養成における重要な教育のひとつである学外実習のあり方につ

いて検証した。 

 

（５）臨床心理実習における評価の方法に関する共同研究の実施 

 平成 20 年度より文部科学省委託事業「専門職大学院等における高度専門職業人養成教育

推進プログラム」において鹿児島大学大学院臨床心理学研究科との共同プログラムとして

「臨床心理実習における客観的評価方法の構築」に取り組んでいる。専門職大学院教育に

おいて重視している臨床心理実習における評価方法の策定を行うことにより学生への適切

な教育方法の構築を進めている。 

 

 

 

 

 

 

＜基準６－１－２に係る状況＞ 

 本専攻では、実務家教員における教育上の経験を確保するための方策として、また、研

究者教員における実務上の知見を確保するための方策として、①双方の教員が同席して行

う複数教員による共同授業の機会を毎週設けているほか、②実践臨床心理学専攻学生によ

る事例研究論文中間発表会および論文提出後の発表会にとどまらず、人間共生システム専

攻臨床心理学指導・研究コース博士後期課程３年次学生の特選題目論文（単位取得満期退

学希望学生が作成する論文をいう）中間発表会および論文提出後の発表会にも全教員が出

席し、臨床心理指導・研究コース担当教員とともに討論に参加する機会を設けている。③

また、本専攻が中心となって設立されたＮＰＯ法人「九州大学こころとそだちの相談室」

には、実務家教員と研究者教員の双方がいずれも理事として参画している。（資料６－１－

２－Ａ） 

 

① 双方の教員が同席して行う複数教員による共同授業 

双方の教員による共同授業は、インテーク面接の検討や事例の面接経過の検討を行う内

容のものであり、研究者教員にとっては実務上の知見を確保する機会となっている。一方、

実務家教員にとっても、研究者教員と同席して臨床事例を研究論文へとまとめていくため

の視点や手法を討議することにより教育上の経験を確保する機会となっている。 

② 臨床心理学指導・研究コース担当教員とともに討論に参加する機会 

事例研究論文、特選題目論文の中間発表会および提出後の発表会における討論において

は、臨床心理学としての学術研究的な観点と、心理的援助としての実務的な観点の双方向

からの質疑が行われている。このため、実務家教員にとって研究教育上の経験を確保する

重要な機会であり、また研究者教員にとっては実務上の知見を得る機会となっている。（資

基準６－１－２ 

 実務家教員における教育上の経験の確保、及び研究者教員における実務上の知見の確

保に努めていること（レベル２）。 
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料６－１－２－Ｂ、Ｃ）《添付資料 13》 

③ ＮＰＯ法人「九州大学こころとそだちの相談室」 

ＮＰＯ法人「九州大学こころとそだちの相談室」には実務家教員と研究者教員の双方が

参画しており、連携を行いながら臨床心理サービス事業、研修事業、研究事業に携わって

いる。このことにより、相互の研修につき、密接な連絡ならびに連携関係が確保されてい

る。（資料６－１－２－Ａ） 

 

 以上の方法により、実務家として十分な経験を有する教員であって教育上の経験に不足

すると認められる者、あるいは、大学の学部・大学院において十分な教育経験を有する教

員であって実務上の知見に不足すると認められる者について、それぞれの知見を補完する

機会を得ることが、制度上確保されている。【解釈指針６－１－２－１】 

 

資料６－１－２－Ａ ＮＰＯ法人九州大学こころとそだちの相談室事業内容 

臨床心理サービス事業 

 九州大学こころとそだちの相談室『こだち』において、個人面接やグループ活動による臨床心理サービ

スの提供を行います。また、様々なテーマの講演会・研修会を開催します。日常生活における幅広い範囲

で、地域の皆さまのこころとそだちのお役に立ちたいと考えております。 

 フリースペース事業（ここりーと） 

 話したり、遊んだり、勉強したり･･･。10～18歳までの方に、自由に過ごせる空間と時間を提供します。 

臨床心理学に関する研修事業 

 こころの専門家の資質の維持、及び向上の一環として、講演会・研修会を開催します。また、スーパー

バイザーによる助言・指導を行うなど、臨床心理学に関する研修を行います。  

臨床心理学の研究事業 

 臨床心理士の研修システムに関して、また臨床心理学に関わる様々な研究を行います。それに伴い、関

係機関との連携、契約に基づく協働システムの構築を検討していきます。 

 

資料６－１－２－Ｂ 事例研究論文発表会日程 

 中間発表会 提出後の発表会 

平成 18 年度 平成 18 年９月 26・27 日 平成 19 年２月 13・14 日 

平成 19 年度 平成 19 年９月 10・11 日 平成 20 年２月 12・13 日 

平成 20 年度 平成 20 年９月８・９日 平成 21 年２月９・10 日 

 

資料６－１－２－Ｃ 特選題目論文発表会日程 

 中間発表会 提出後の発表会 

平成 17 年度 平成 17 年６月 29 日 平成 18 年２月 15 日 

平成 18 年度 −−− 平成 19 年２月 21 日 

平成 19 年度 平成 19 年７月４日 平成 20 年２月５日 

平成 20 年度 平成 20 年７月２日 平成 21 年２月３日 
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第６章 教育内容及び方法の改善措置 

 

 

 

＜基準６−１−３に係る状況＞ 

 

＜基準６－１－３に係る状況＞ 

 学生による授業評価アンケートを学期毎に実施しており、評価結果を教員全員参加のＦ

Ｄ委員会において報告し、前述したディベロップメント調査の結果と重ね合わせて検討を

行うことにより、実習や講義等の授業の進め方、実習内容や教材内容の質・量、学生の学

修到達度について意見交換を行っている。それにより、共通する課題については組織的に

改善に取り組み、個別的な課題については担当者毎に改善方策を明らかにすることとして

いる。（資料６－１－３－Ａ～Ｂ）＜基礎データⅥ－２＞【解釈指針６－１－３－１】 

 

資料６－１－３－Ａ 授業評価アンケートの結果（平成 20 年度後期・７科目への評価の平

均） 

授業の理解度（５件法・ポイント平均） 4.14 

授業の難易度（５件法・ポイント平均） 3.38 

準備やレビュー等（５件法・ポイント平均） 2.77 

授業の満足度（５件法・ポイント平均） 4.64 

授業を受けて良かった点（上位３項目） ①専門領域の知識      97.3％ 

②将来の職業に有益     90.5％ 

③専攻する学問への理解   78.4％ 

改善してもらいたい点（上位３項目） ①成績評価基準を明確に    5.4％ 

②最新の研究成果を反映    4.1％ 

③シラバスの内容を充実    4.1％ 

 

資料６－１－３－Ｂ 改善点の具体例 

組織的改善 

○「臨床心理事例研究演習Ⅰ・Ⅱ」及び「総合的事例研究演習Ⅰ・Ⅱ」は、事例研究

論文作成のための授業であるので、１，２年次生の合同授業であるため多人数とな

ることより２つのグループに分けて、複数（２名）教員による指導が行われるよう

にした。 

○「臨床心理面接学実習Ⅰ」「臨床心理査定学実習Ⅱ」は、学内外の実習の事例検討

を行うカンファレンスの授業であり、毎回事例のテーマにより学生が選択できるよ

う、また、小グループでの検討ができるよう４名の教員による同時授業を行うよう

にした。 

○ 学内実習施設（子ども発達相談部門）カンファレンスの授業では、事例検討の

全てについてビデオ映像を用いて行うようにした。 

基準６－１－３ 

 教育の内容及び方法の改善を図るために学生による授業評価を行い、それを有効に活

用すること（レベル１）。 
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個別的改善 

○ ロールプレイを取り入れるなど実践的な授業を取り入れ、12～14 人位の小グル

ープに分けて、博士課程の学生をＴＡとして授業を行う。 

○ 理論及び知識の学習と実践的方法の学習とのバランスを取るため、学生のレポ

ートを主題する授業と実践方法の演習とを隔週に行う。 

  

 

第６章 教育内容及び方法の改善措置 ＜優れた点及び改善を要する点等＞ 

 

＜優れた点＞ 

１．実務家教員と研究者教員の双方が同席する共同授業を毎週実施しており、教育内容及

び方法を相互に検証し意見交換を行う機会が日常的に設けられている。 

 

＜特色ある取り組み＞ 

１．本専攻では、設置初年度より、大学院入学時、２年進級時、２年修了時にディベロッ

プメント調査を実施して、学生の臨床心理におけるキャリアの成長プロセスを継続的に

把握しており、その結果を本専攻ＦＤにおいて検討することにより、教育カリキュラム

に反映させている。 

 

２．日本心理臨床学会における自主シンポジウム「専門職大学院における臨床心理士養成

プロセスのあり方を考える－現場実習体験を中心に－」の開催をはじめ、鹿児島大学大

学院臨床心理学研究科との共同プログラムにおいて、臨床心理士養成における効果的な

実践教育を行うための、客観性・公平性の高い実習評価の方法を構築することを目的と

した研究を行っている。 
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第７章 入学者選抜等【項目７－１ 入学者受入】 

 

 

 

 

 

＜基準７－１－１に係る状況＞ 

入学者選抜については、公平性、開放性、多様性の確保を前提としつつ、第１章で示し

た教育の理念及び目的に照らして、以下に示すようなアドミッション・ポリシーを設定し

ている。 

（１）期待する資質 

① 臨床心理分野の高度専門職業人を目ざす明確な動機と意欲があること 

② 人間に対する深い関心と理解力を持っていること 

③ 柔軟で安定した対人関係能力を持っていること 

④ 人間環境に対する幅広い興味と洞察力を持っていること 

⑤ 社会人としての常識と対人援助を行う専門家としての倫理意識を有すること 

（２）対象 

心理系学部卒業生に限定せず、一定の臨床心理学的実務経験を持つ社会人や、一定の心

理学的素養を持つ他学部の卒業生も受け入れる。また、アジアをはじめ広く各国からの留

学生を積極的に受け入れる。 

 社会人受け入れのための具体的方策として、３年以上の臨床心理及びその近接領域の実

務経験をもつ社会人に対し社会人特別入学試験を行う。 

 

入学者の適性及び能力等の評価、その他の入学者受け入れに関わる業務を行うに際して

は、学府教務委員会の入学試験担当主幹教員が中心となり、教員スタッフ全員が関わり、

入学者受け入れに関する情報を共有し、実践臨床心理学専攻全体として責任を持って行っ

ている。 

また、事務職員に関しても、学生第二係および専門職大学院係スタッフが、教員と緊密

な連絡をとりながら、入学者受け入れに関する事務手続きを組織的・計画的に行っている。

なお、入学者の決定は、教授会において教員全員の承諾を得て行っており、入学者受け入

れにかかる業務について責任ある体制が構築されている。【解釈指針７－１－１－１】 

 

本専攻の教育理念及び教育目的、設置の趣旨、アドミッション・ポリシー、入学者選抜

の方法等については、九州大学専門職大学院人間環境学府実践臨床心理学専攻ホームペー

ジ及び大学院パンフレット等に記載し公表している。 

http://www.edu.kyushu-u.ac.jp/html/CCPHD/Practice/Index.html ＜基礎データⅦ－

１＞【解釈指針７－１－１－２】

基準７－１－１ 

 公平性、開放性、多様性の確保を前提としつつ、教育の理念及び目的に照らして、ア

ドミッション・ポリシー（入学者受入方針）を設定し、公表していること（レベル１）。 
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＜基準７－１－２に係る状況＞ 

本専攻のアドミッション・ポリシーは、基準７－１－１に示したように、本専攻の教育

理念・目的に共感する、①臨床心理分野の高度専門職業人を目ざす明確な動機と意欲があ

る、②人間に対する深い関心と理解力を持っている、③柔軟で安定した対人関係能力を持

つ、④人間環境に対する幅広い興味と洞察力を持っている、⑤社会人としての常識と対人

援助を行う専門家としての倫理意識を有する学生を、公平性、開放性、多様性を重視する

観点に立って選抜するというものであり、心理系学部卒業生に限定せず、一定の臨床心理

学的実務経験を持つ社会人や、一定の心理学的素養を持つ他学部の卒業生も受け入れる。

また、アジアをはじめ広く各国からの留学生を積極的に受け入れるというものである。 

 

 上記アドミッション・ポリシーに関しては、ホームページ等により対外的に公表するこ

とにより、心理学を履修する課程以外の課程を履修した者（他学部出身者）または実務等

の経験を有する者（社会人）の受験を広く募っている。 

社会人特別選抜出願資格は、募集要項に示すとおり、大学等卒業後３年以上の心理臨床

に携わる社会人(在職可)、もしくは、医療・保健、教育、司法・矯正、看護の専門的業務

に３年以上従事した経験を有する者とし、心理臨床の多様な領域から受け入れている。＜

基礎データⅦ－１＞ 

 入学者選抜は、一般選抜試験、社会人特別選抜試験及び外国人留学生特別選抜試験によ

って行う。いずれの場合も、選抜の方法としては、筆記試験(外国語及び専門科目)と口述

試験によって行い、特に口述試験においては、アドミッション・ポリシーに掲げる「期待

する資質」や心理学的素養について諮問を行う。（資料７－１－４－Ａ） 

  

 

 

 

 

 

＜基準７－１－３に係る状況＞ 

 入学者選抜にあたっては、アドミッション・ポリシーに基づき実施しており、学生募集

要項もホームページ等により対外的に公表することにより、入学者選抜を受ける公平な機

会が等しく確保されている。 

 入学者選抜においては、公正な選抜が行なわれており、本学の主として臨床心理を履修

する課程に在学、または卒業した者（以下、自校出身者という）に対して、何らの優遇枠

は存在せず、事実上の優遇も行われていない。 

 なお、入学者に占める自校出身者の割合は、（資料７－１－３－Ａ）に示すとおりであり、

５年間平均で 55.3%、21 年度については 37.9%である。【解釈指針７－１－３－１】 

基準７－１－２ 

 入学者選抜がアドミッション・ポリシーに基づいて行われていること（レベル１）。 

基準７－１－３ 

 入学資格を有するすべての志願者に対して、アドミッション・ポリシーに照らして、

入学者選抜を受ける公正な機会が等しく確保されていること（レベル１）。 
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資料７－１－３－Ａ 入学者に占める自校出身者の割合 

 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 

入学者総数 32 100.0% 29 100.0% 30 100.0% 30 100.0% 29 100.0% 

九州大学出身者 16 50.0% 21 72.4% 20 66.7% 15 50.0% 11 37.9% 

他大学出身者 16 50.0% 8 27.6% 10 33.3% 15 50.0% 18 62.1% 

 

 

 

 

 

 

＜基準７－１－４に係る状況＞ 

 入学者選抜は、一般選抜試験、社会人特別選抜試験及び外国人留学生特別選抜試験によ

って行う。いずれの場合も、選抜の方法としては、（資料７－１－４－Ａ）および＜基礎デ

ータⅦ－３＞に示すとおり筆記試験と口述試験によって行い、合格基準は、外国語：専門

科目：口述試験の割合を３：６：３とし、いずれかの科目の評価点が６割未満のものは不

合格であり、かつ総合評価点が７割以上を合格とするなど、的確かつ客観的に評価する基

準を設けている。 

また、口述試験においては、特に臨床心理士として求められる人間関係能力の素養の適

否について評価するため、３人以上の教員の合同面接としている。【解釈指針７－１－４－

１～２】 

資料７－１－４－Ａ 入学試験科目 

(1)筆記試験 

①一般選抜、社会人特別選抜 

外国語及び専門科目について行い、専門科目では次の６つのカテゴリーについて出題し、志願者

の心理学的素養、思考力、分析力、表現力等を確認する。 

   ア 心理学：知覚、学習、思考等 

   イ 臨床心理学：心理査定、心理面接、地域援助等 

   ウ カウンセリング心理学：基本的態度、技法、プロセス等 

   エ 障害児心理学：障害の原因・症状・支援等 

   オ 人格心理学：人格と性格、人格理論、人格形成等 

②外国人留学生特別選抜 

 外国語については TOEIC または TOEFL の得点、専門科目については、心理学、臨床心理学の基礎

的カテゴリーについて出題し、志願者の心理学的素養、思考力、分析力、表現力を確認する。 

(2)口述試験 

 筆記試験による第１次選抜を行ったのち、個別に、アドミッション・ポリシーに掲げる「期待す

る資質」や心理学的素養について、諮問を行う。口述試験は、一般入試においては、３人の教員に

よる合同面接により、社会人特別選抜及び外国人留学生特別選抜においては、全教員の合同面接に

より、特に臨床心理士として求められる人間関係能力の素養の適否について評価している。 

基準７－１－４ 

 入学者選抜に当たっては、評価対象大学院において教育を受けるために必要な入学者

の適性及び能力等が適確かつ客観的に評価されていること（レベル１）。 
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＜基準７−１−５に係る状況＞ 

 

＜基準７－１－５に係る状況＞ 

入学選抜に当たっては、心理系学部卒業生に限定せず、一定の臨床心理学的実務経験を

持つ社会人や、一定の心理学的素養を持つ他学部の卒業生も受け入れる。また、アジアを

はじめ広く各国からの留学生を積極的に受け入れるという本専攻のアドミッション・ポリ

シーに基づき、多様な経験を有するものを入学させるよう努めている。 

社会人等には、全教員の合同面接により、心理学及びその近接領域（医療・看護、福祉、

教育）の実務経験、社会経験等の試問も行い、志願者の心理学的素養を多様に適切に評価

できるよう努めている。 

 過去５年間の全入学者における社会人、留学生及び他学部出身者の割合は、（資料７－１

－５－Ａ）のとおりである。【解釈指針７－１－５－１】 

 

資料７－１－５－Ａ 社会人入学者数および他学部出身者数 

 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 

入学者総数 32 100.0% 29 100.0% 30 100.0% 30 100.0% 29 100.0% 

社会人 *6 18.8% **5 17.2% 6 20.0% **3 10.0% 6 20.7% 

留学生 2 6.3% 1 3.4% 0 0.0% 1 3.3% 0 0.0% 

他学部出身者 9 28.1% 4 13.8% 5 16.7% 5 16.7% 10 34.5% 

*内 2 人は留学生でもある  **内 1 人は留学生でもある 

 

第７章 入学者選抜等【項目７－２ 収容定員と在籍者数】 

 

 

 

 

 

＜基準７－２－１に係る状況＞ 

本専攻の１学年の入学定員は 30 名であり、収容定員は 60 名である。 

 各年度の在籍者数は、（資料７－２－１－Ａ）に示すとおりである。 

  定員については、志願者数が平成 19 年度 93 名、平成 20 年度 80 名、平成 21 年度 76 名

と多い中で厳密な定員管理を行っており、在籍者数は、100%前後で推移している。  

平成 21 年５月１日現在、本専攻には 59 名の実践臨床心理学専攻院生が在籍しており、在

籍者数が恒常的に上回る状態はない。 

 また、過去３年間の在籍者数も、収容定員が 110％を越えて在籍したことはなく、収容

基準７－１－５ 

 入学者選抜に当たって、多様な経験を有する者を入学させるように努めていること（レ

ベル２）。 

基準７－２－１ 

 在籍者数については、収容定員を上回る状態が恒常的なものとならないようにするこ

と（レベル１）。 
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定員に比べて適正な在籍者数となっている。【解釈指針７－２－１－１～２】 

資料７－２－１－Ａ 学生定員と在籍者数 （平成 21 年５月１日現在） 

平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 

定員 在籍者 在籍率 定員 在籍者 在籍率 定員 在籍者 在籍率 

60  61 101.7% 60 61 101.7% 60 59 98.3% 

 

 

 

 

 

＜基準７－２－２に係る状況＞ 

本専攻の１学年の入学定員は 30 名であり、収容定員は 60 名である。 

 各年度の入学者数は、（資料７－２－２－Ａ）に示すとおりである。 

平成 21 年度入学者は、29 名であり、所定の入学定員の 96.7%となっている。  

 定員については、厳密な定員管理を行っており、入学者数は、過去３年間 100%前後で推

移しており、定員に比べて適正な入学者数となっている。【解釈指針７－２－２－１】 

  

資料７－２－２－Ａ 入学者数 

平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 

定員 入学者 在籍率 定員 入学者 在籍率 定員 入学者 在籍率 

30  30 100.0% 30 30 100.0% 30 29 96.7% 

 

第７章 入学者選抜等 ＜優れた点及び改善を要する点等＞ 

 

＜優れた点＞ 

１．入学者選抜に当たり、多様な経験を有する者を入学させるよう、アドミッション・ポ

リシーにも明確化し、試験においても口述試験において全教員が合同で実施することに

より、社会人等の多様な実務経験及び社会経験等を適切に評価できるよう努めている。 

２．定員については、志願者数が多い中で厳密な定員管理を行っている。在籍者数は、開

設以来 100%前後で推移しており、収容定員に比べて適正な在籍者数となっている。 

 

＜改善を要する点＞ 

１．本専攻は、「様々な臨床心理現場との連携を深めつつ、種々の臨床心理現場に即応でき

る臨床心理分野の高度専門職業人の養成」を目的としている。高度専門職業人としての

臨床心理士に求められる基本的素養である「対人関係能力」の素養を入学選抜において

見極めることは、重要な課題である。本専攻においては、現在、明らかに不的確という

事態は生じていないが、今後さらに口述試験のあり方などを検討していく必要があると

考える。 

基準７－２－２ 

 入学者受入において、所定の入学定員と乖離しないように努めていること（レベル２）。 
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第８章 教員組織【項目８－１ 教員の資格と評価】 

 

 

 

 

 

＜基準８－１－１に係る状況＞ 

＜基礎データⅡ－２＞及び＜基礎データⅧ－１＞のとおり、本専攻において開設された

授業科目に必要十分な教員が配置されており、専任教員８名中、教授が５名であり、全教

員の 1/2 以上となっている。【解釈指針８－１－１－１】 

 

また、開設科目 49 科目中、必修科目 19 科目すべて、及び選択科目 30 科目中 24 科目が

臨床心理関連科目であるが、そのすべてを臨床心理士有資格教員が担当している。【解釈指

針８－１－１－２】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜基準８－１－２に係る状況＞ 

専任教員は、＜基礎データⅧ－６、 Ⅷ－10＞にあるように、専攻分野について教育・研

究上の優れた業績を有している。また、専任教員のうち７名が臨床心理士有資格者であり、

豊かな臨床経験があり、心理療法、心理査定などの高い技術、技能を有している。 

専任教員は、専攻分野における学術論文、著書などの業績及び臨床経験と教育歴が豊か

であり、特に優れた知識及び経験を有している。 

 これら教員の教育活動、研究活動、学外における公的活動や社会貢献活動については、

大学ホームページ（http://hyoka.ofc.kyushu-u.ac.jp/search/index.html）において公表

されている。【解釈指針８－１－２－１～２】 

 

 本専攻専任教員８人の内、教育学部担当教員は３人であり、博士後期課程担当は５人で

ある。【解釈指針８－１－２－３～４】 

 

 また、実務家教員の採用に当たっては、医療、教育、福祉領域における経験豊富な教員

を採用している。【解釈指針８－１－２－５】 

基準８－１－１ 

 研究科及び専攻の種類及び規模に応じ、教育上必要な教員が置かれていること（レベ

ル１）。 

基準８－１－２ 

 基準８－１－１に規定する教員のうち、次の各号のいずれかに該当し、かつ、その担

当する専門分野に関し高度の教育上の指導能力及び社会的・職業的倫理意識があると認

められる者が、専任教員として置かれていること（レベル１）。 

（１）専攻分野について、教育上又は研究上の業績を有する者 

（２）専攻分野について、高度の技術・技能を有する者 

（３）専攻分野について、特に優れた知識及び経験を有する者 
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第８章 教員組織【項目８－２ 専任教員の担当授業科目の比率】 

 

 

 

 

 

＜基準８－２－１に係る状況＞ 

（資料８－２－１－Ａ）に示すとおり、必修科目 19 科目中、17 科目は専任教授、准教

授が配置されており、専任配置率は 89.5%となっており、おおむね 90%となっている。【解

釈指針８－２－１－１】 

 

資料８－２－１－Ａ 必修科目専任等比率  平成 20 年度 

専任数 兼担数 非常勤数 計 

17 2 0 19 

専任比率 兼担比率 非常勤比率 計 

89.5% 10.5% 0.0% 100.0% 

 *うち４科目は、専任教員２名で担当 

 

第８章 教員組織【項目８－３ 教員の教育研究環境】 

 

 

 

 

 

＜基準８－３－１に係る状況＞ 

各教員の大学院担当単位数は、（資料８－３－１－Ａ）のとおりである。今年度専任教員

の異動があったこともあり、学部担当数を加えると 30.5 単位となっている教員が１名いる

が、他教員についてはすべて 20 単位以下となっている。【解釈指針８－３－１－１】 

                         

資料８－３－１－Ａ 専任教員の担当単位数 平成 21 年５月１日現在 

氏名 職名 研究・実務 学部単位 大学院単位 

Ａ 教授 研究教員 6 24.5 

Ｂ 教授 研究教員 8.65 12 

Ｃ 准教授 研究教員 6.17 12 

Ｄ 教授 実務家教員 0 10.5 

Ｅ 教授 実務家教員 0 9 

Ｆ 教授 実務家教員 4 16.5 

Ｇ 准教授 実務家教員 2 16.5 

Ｈ 准教授 実務家教員 0 11 

基準８－２－１ 

 教育上主要と認められる授業科目（必修科目、選択必修科目）については、原則とし

て、専任教授又は准教授が配置されていること（レベル１）。 

基準８－３－１ 

 教員の授業負担は、年度ごとに、適正な範囲内にとどめられるように努めていること

（レベル２）。 
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＜基準８－３－２に係る状況＞ 

本専攻の臨床心理士有資格者の教員は、（資料８－３－２－Ａ）に示すように、学生の教

育以外にさまざまな現場で臨床実践を行っている。 

また、本学が独自に行っている「九州大学教員業績評価」の実施要領では、「実践臨床心

理学専攻の教員の場合、病院臨床・被害者支援や心の緊急支援などの地域支援活動も業績

として含む」としており、教員活動実績の一つである「社会連携に関する業績評価の評価

項目」として評価されている。＜基礎データⅨ－４＞ 

 

資料８－３－２－Ａ 専任教員の心理臨床活動状況 

教員 心理臨床活動 時間 

Ａ教授 福岡大学附属大濠中学高校スクール・カウンセラー 

福岡女子大学学生相談カウンセラー 

牧心療クリニック 

月６時間 

月８時間 

月８時間 

Ｂ教授 総合臨床心理センター 

社会福祉法人「やすらぎ荘」 

久山町福祉センター 

月 22 時間 

月 10 時間 

月６時間 

Ｄ教授 

(実務家教員) 

本間病院 

総合臨床心理センター 

福岡女学院大学委託相談員 

月５時間 

月６時間 

月４時間 

Ｅ教授 

(実務家教員) 

NPO 法人 SOS 子どもの村福岡 

自立援助ホーム 

NPO 法人ふくおかこども虐待防止センター 

総合臨床心理センター 

月６時間 

月２時間 

月４時間 

月４時間 

Ｆ教授 

(実務家教員) 

九州大学学生生活・修学相談室 

九州大学こころとそだちの相談室 

週 28 時間 

月２時間 

Ｇ准教授 

(実務家教員) 

九州大学学生生活・修学相談室 

福岡市精神保健審査会 

週 28 時間 

月２時間 

Ｈ准教授 

(実務家教員) 

NPO 法人九州大学こころとそだちの相談室 

小学校 

週１時間 

月２時間 

 

 

 

 

 

基準８－３－２ 

 専任教員には、教育上及び研究上の職務を遂行するのに欠かせない心理臨床活動の時

間が確保され、それが業績として評価されていること（レベル１）。 
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＜基準８－３－３に係る状況＞ 

本学では、平成 16 年度からサバティカル制度が設けられ、本学の教員として７年を超え

る者は、教育研究の向上と飛躍を図るため、教育、大学運営等の通常業務を一定期間免除

し、自主的調査研究を行うことができる。なお、本専攻の実績としては、教授１名が平成

20 年度の１年間この制度で、研究に専念した。 

 

 

 

 

 

 

＜基準８－３－４に係る状況＞ 

本専攻の学内実習施設である総合臨床心理センター心理相談部門および発達相談部門に、

臨床心理士の資格を有し、専任教員の教育および研究上の職務の補助ができる非常勤研究

員及び研究推進員をそれぞれ週５日勤務の主任（臨床心理士有資格者）として採用し、専

任教員の教育上及び研究上の職務の補助にあたっている。【解釈指針８－３－４－１】 

 

第８章 教員組織 ＜優れた点及び改善を要する点等＞ 

 

＜優れた点＞ 

１．専任教員のうち７名が臨床心理士の有資格者であり、しかも障害児を含む発達臨床と

心理相談の両方について研究と実践の経験を持つ教員がバランスよく配置されている。 

 

＜改善を要する点＞ 

１．今年度、専任教員の異動があったこともあり、特定の教員の担当数が多い状況になっ

ている。今後、特定の教員に負担がかからないよう配慮が必要である。なお、専任教員

異動後の補充については、現在人事選考委員会を立ち上げており今年度中に補充の予定

である。 

 

 

基準８－３－３ 

 専任教員には、その教育上、研究上及び管理上の業績に応じて、数年ごとに相当の研

究専念期間が与えられるように努めていること（レベル２）。 

基準８－３－４ 

 専任教員の教育上及び研究上の職務を補助するため、必要な資質及び能力を有する職

員が適切に置かれていること（レベル１）。 
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第９章 管理運営等【項目９－１ 管理運営の独自性】 

 

 

 

 

 

＜基準９－１－１に係る状況＞ 

 本専攻の運営に関する重要事項を審議する公式の会議は、九州大学大学院人間環境学府

教授会である。この会議において、教育課程、教育方法、成績評価、修了認定、入学者選

抜などの学務に関する重要事項が審議される。《添付資料 14》 

また、教員の人事の他、大学院の運営に関する重要事項は九州大学大学院人間環境学研

究院教授会において審議される。《添付資料 15》【解釈指針９－１－１－１～２】 

 

 

 

 

 

 

＜基準９－１－２に係る状況＞ 

 管理運営を行うための事務体制は、貝塚地区事務部組織表＜基礎データⅨ－１＞に示す

ように総務課、財務課、教務課、図書室に分かれ、人間環境学府に係る教員の庶務は総務

課庶務第二係、財務会計は財務課経理第一係、学務は教務課学生第二係及び専門職大学院

係が担当し、各担当職員が配置されている。また、各事務分掌は、規程により明確に定め

られている。＜基礎データⅨ－２＞【解釈指針９－１－２－１】 

 

 

 

 

 

 

＜基準９－１－３に係る状況＞ 

財政的基礎は、文部科学省からの運営費交付金によって「教育研究基盤校費」として、

配分される。教員に対しては「研究経費」として各教員に配分されている。学生への教育

活動を実施するための経費は、教員の研究経費とは別に、「教育経費・学生支援経費」及び

「留学生経費」として配分される。 

学内教育実習施設の総合臨床心理センターには「附属施設等経費」が配分され、学生の

実習教育の教育補助等も行う「センター主任」でもある「非常勤研究員」「研究支援推進員」

にかかる人件費については、非常勤職員人件費として配分されている。＜基礎データⅨ－

３＞ 

また、研究院長裁量経費により、学生の学外実習経費の一部が補助されるなど部局の財

基準９－１－１ 

 教育活動等を適切に実施するためにふさわしい独自の運営体制を有していること（レ

ベル１）。 

基準９－１－２ 

 管理運営を行うために適切な事務体制が整備され、職員が配置されていること（レベ

ル１）。 

基準９－１－３ 

 教育活動等を適切に実施するためにふさわしい十分な財政的基礎を有していること

（レベル１）。 
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政的な補助がある。 

なお、総合臨床心理センターにおいて生じる収入は、一部が教育活動等の維持や向上を

図るために使用することができる。【解釈指針９－１－３－１～２】 

 

第９章 管理運営等【項目９－２ 自己点検評価】 

 

 

 

 

 

 

＜基準９－２－１に係る状況＞ 

 九州大学では、中期計画に基づく各年度の年度計画の実施状況についての自己点検・評

価を、学校教育法第 109 条第１項の自己点検・評価と位置づけ、教育・研究の状況につい

ても外形的・客観的な状況の把握にとどまらず、取り組みの実施状況、成果が確認できる

資料を確認しつつ、実質的な点検・評価を行っている。＜基礎データⅨ－４＞ 

 

 本専攻を含む人間環境学府においても、学府独自の中期目標・中期計画に基づいた年度

計画を立て、その実施状況について毎年度自己点検・評価を行い、その結果は次年度の年

度計画に反映させるとともに、全学の年度計画の自己点検・評価にも反映されている。 

 また、本学が平成 19 年度に機関別認証評価を受審した際、平成 18 年度に本専攻におい

て、機関別認証評価の大学評価基準に沿った自己点検・評価を実施した。さらに、平成 19

年度には、国立大学法人評価における中期目標期間評価に際し、本専攻の教育研究の水準

及び質の向上度について自己評価を行った。＜基礎データⅨ－４＞ 

 これらの評価は、いずれも本専攻の目的に照らして行ったものであり、この結果は、本

学ホームページ（http://hyoka.ofc.kyushu-u.ac.jp/hyoka-home/tyuki/genkyou.html）で

公表している。 

 また、本学では、教員業績評価の実施に係る大学全体の基本的枠組みを総長裁定として

定め、平成 20 年度から、全部局において全教員を対象とした評価を開始している。本専攻

を含む人間環境学研究院では、基本的枠組みである総長裁定に即し、部局の特性に配慮し

た独自の評価実施方法や評価基準等を定め実施している。  

 

 

 

 

 

 

＜基準９－２－２に係る状況＞ 

本専攻を含む人間環境学府及び人間環境学研究院では、それぞれの理念・目標に基づく

独自の中期目標・中期計画及び年度計画を立てている。計画立案に際しては、全学の計画

基準９－２－１ 

 教育水準の維持向上を図り、専門職大学院の目的及び社会的使命を達成するため、教

育活動等の状況について、自ら自己点検評価を行い、その結果を公表していること（レ

ベル１）。 

基準９－２－２ 

 自己点検評価を行うに当たっては、その趣旨に即し適切な項目を設定するとともに、

責任ある実施体制が整えられていること（レベル１）。 



九州大学大学院 人間環境学府 実践臨床心理学専攻 第９章 

 - 42 - 

に準じ、企画委員会をはじめとした各種委員会を実施主体として、教育・研究の成果や内

容、及び実施体制等をはじめ管理運営に至るまでの項目について設定している。 

毎年度行う年度計画の達成状況に係る点検・評価では、これらの計画について、①実施

体制及び活動状況、②取り組みの結果の観点から分析し、達成状況を自己評定している。 

人間環境学府では、副学府長を委員長、各専攻長等を委員とする評価委員会を設置して

おり、教育研究並びに組織運営に関する評価や、中期目標の達成度に係る評価等、評価に

係る重要事項について審議を行い、企画・立案等を行っている。＜基礎データⅨ－４＞【解

釈指針９－２－２－１】 

 

人間環境学研究院評価委員会において、教員業績評価における評価分野として、「教育」、

「研究」、「国際交流」、「社会連携」、「管理運営」の各項目を定め、各教員はそれぞれの項

目に係る自身の活動目標を設定し、自己点検・評価を行うこととしている。 

また、目標設定時において、教育・研究等の各々の活動に対する注力の割合を申告する

ことや、必要に応じ部局長が面談を実施する等、本研究院の特性に配慮した実施方針を定

めている。なお、本方針では、研究院長、副研究院長及び部門長が３年毎に評価を行うこ

ととしている。 

 

 

 

 

 

 

＜基準９－２－３に係る状況＞ 

 年度計画の実施状況についての自己点検・評価の結果は、人間環境学府評価委員会が取

りまとめ、年度計画策定を担当する企画委員会をはじめ教務委員会等に報告している。 

評価の結果、明らかとなった課題等については、各種委員会やＦＤ等において改善に向

けた取り組みを推進している。また、この自己点検・評価の結果を踏まえて、次年度の年

度計画を策定している。取り組み状況は、（資料９－２－３－Ａ）に示すとおりである。【解

釈指針９－２－３－１】 

 

資料９－２－３－Ａ 評価結果を教育活動等に反映した主な取り組み事例 

教務・評価委員会に関連するもの 

教育上の課題を扱

う体制 
教員会議（教務・評価） 

改善に向けた実施

体制と取組 

①毎月 1回開催 

②アドミッション・ポリシー、ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシーの検討

を行うとともに、自己点検・評価の共有を図る。 

③九州大学の他専門職大学院との連携（専門職大学院コンソーシアム）を推進する。 

改善の状況 

①学生ニーズに対応したカリキュラムと講義内容に改善させてきている。 

②他の専門職大学院との連携によって抱えている課題に関して情報交換でき、将来の教

育体制の整備に向けた議論に反映できた。 

基準９－２－３ 

 自己点検評価の結果を教育活動等の改善に活用するために、適切な体制が整えられて

いること（レベル１）。 
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ＦＤに関連するもの 

教育上の課題を扱

う体制 

全教員によるＦＤ委員会、実務家教員によるＦＤワーキンググループ 

 

改善に向けた実施

体制と取組 

①入学時、進級時、修了時に学生のディベロップメント調査を経年で実施し、修学の状

況を把握する。また、修了生、就職先機関に対するアンケートを実施し、これらの結

果を教員に周知し、自己点検・評価を行い、その結果を教育改善等に生かす。 

改善の状況 

①学生ニーズに対応したカリキュラムと講義内容に改善させてきている。 

②学生による主体的な新入生への入学オリエンテーションが実施されるようになった。 

③修学時調査を生かした進路ガイダンスにより、学生の適切な進路選択に繋がっている。 

 

 

 

 

 

 

＜基準９－２－４に係る状況＞ 

  平成 20 年度に実施された国立大学法人評価委員会による中期目標期間評価において本

専攻は専門職大学院として自己評価書を作成し検証を受けている。＜基礎データⅨ－４＞ 

 また、本専攻で平成 19 年度より取り組んでいる文部科学省委託事業「社会人の学び直し

ニーズ対応推進教育プログラム」である「対人援助職を対象とした専門性を高めるための

スキルアッププログラム」においては、教育経営学専門職、臨床心理士、精神科医、看護

学専門職、教育委員会教育職等の外部委員による評価委員会を設置し、事業内容、プログ

ラム等について第三者検証を行っている。【解釈指針９－２－４－１】《添付資料 19》 

  

第９章 管理運営等【項目９－３ 情報の公示】 

 

 

 

 

 

＜基準９－３－１に係る状況＞ 

本専攻における教育活動の状況については、設置当初より、①学生便覧＜添付資料１ 平

成 20 年度九州大学大学院人間環境学府学生便覧＞、②ホームページへの掲載

（http://www.human.kyushu-u.ac.jp）により、積極的に情報を提供している。 

 

 

 

 

 

 

基準９－２－４ 

 自己点検評価の結果について、第三者による検証を行うよう努めていること（レベル

２）。 

基準９－３－１ 

 教育活動等の状況について、印刷物の刊行及びウェブサイトへの掲載等、広く社会に

周知を図ることができる方法によって、積極的に情報が提供されていること（レベル１）。 
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＜基準９－３－２に係る状況＞ 

 本専攻における教育活動等に関する重要事項については、（資料９－３－２－Ａ）に示す

事項を平成 20 年度九州大学学生便覧や専門職大学院実践臨床心理学専攻のホームページ

で公表している。また、平成 20 年度に実施された国立大学法人評価委員会による中期目標

期間評価において作成した「実績報告書」により公表している。 

（http://hyoka.ofc.kyushu-u.ac.jp/hyoka-home/tyuki/genkyou.html ）《添付資料１ 学

生便覧》＜基礎データⅨ―４－④＞【解釈指針９－３－２－１】 

 

資料９－３－２－Ａ 重要事項の内訳 

（１）教育の目的 

（２）教育上の基本組織及び教員組織 

（３）入学者選抜、収容定員および在籍者数 

（４）教育内容および教育方法 

（５）学内および学外実習施設における実習 

（６）奨学金等の学生支援体制 

（７）成績評価及び修了認定 

（８）教育内容及び教育方法の改善措置 

（９）修了生の臨床心理士資格試験の合格状況 

（10）修了生の進路及び活動状況 

 

第９章 管理運営等【項目９－４ 情報の保管】 

 

 

 

 

 

＜基準９－４－１に係る状況＞ 

 基準９－３－２において述べた本専攻の教育活動等に関する重要事項を記載した文書及

び、基準９－２－１に規定する自己点検及び評価に関する文書（自己点検・評価報告書）

及びその根拠資料、外部評価報告書等を含む評価の基礎となる情報については、本専攻教

員組織による分担の下に、情報の調査及び収集が随時行われており、「年度計画の実績報告

書（自己点検・評価報告書）」を毎年度末に作成する際には、当該年度の情報調査・収集作

業を行っている。 

基準９－３－２ 

 教育活動等に関する重要事項を記載した文書を、毎年度、公表していること（レベル

１）。 

基準９－４－１ 

 認証評価の基礎となる情報について、適宜、調査及び収集を行い、適切な方法で保管

されていること（レベル１）。 
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 またこれらの情報は、そのすべてが、①関係係で整理・保管されており、さらにこれら

の情報のうち、入学者選抜、学生数、卒業・修了、進路の状況などの教育に関連する情報

は、②本学の「大学評価情報室」においても整理されている。 

 保管している情報の種類及び保管方法は、（資料９－４－１－Ａ）のとおりである。【解

釈指針９－４－１－１～２】 

 

資料９－４－１－Ａ 保管している情報の種類及び保管方法 

①関係係保管状況 

種類 保管方法 保管期間 

学生募集要項等 専門職大学院係で整理・保管 ５年 

シラバス、時間割等 専門職大学院係で整理・保管 ５年 

大学院入学試験問題 学生第二係で金庫内厳重管理 ５年 

成績 専門職大学院係で金庫内厳重管理 ５年 

修了生の進路、活動状況 学生第二係で整理・保管 ５年 

授業評価アンケート 学生第二係で整理・保管 ５年 

自己点検・評価等 庶務第二係で整理・保管 ５年 

 

②大学評価情報室 

九州大学ファクトブック（Q-Fact） 

（http:/hyoka.ofc.kyushu-u.ac.jp/hyoka-joho/kanren/index.html） 

 項目一覧 

教育組織 

男女別の志願者数・入学者数 

出身大学別の入学者数 

男女別在学人数 

 

 なお、これらの情報は、学内での調査・確認の必要がある場合、ならびに、第三者評価

その他学外からの求めに応じて、速やかに提出できる状態に置かれている。【解釈指針９－

４－１－３】 

 

第９章 管理運営等 ＜優れた点及び改善を要する点等＞ 

 

＜優れた点＞ 

１．管理運営については、人間環境学府合同運営委員会のもとに、企画委員会、教務委

員会、評価委員会、将来構想検討委員会、ハラスメント防止委員会、情報公開・個人

情報保護委員会、ＦＤ委員会、社会人教育企画室を整備しており、適切な教育活動を

実施する運営体制が取られている。 

２．自己点検・評価については、臨床心理学専門職大学院の教育水準の維持向上を図り、

その目的達成と社会的な役割を果たすために、自己点検及び評価を行い、その結果を
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公表している。とりわけ、修了生を対象とした卒後アンケートを実施し、その結果を

公表し、今後の教育内容の精査・検討に役立てるなど、さらなる教育内容の充実に向

けた努力を重ねている。 

 

＜特色ある取り組み＞ 

１．本専攻を含む人間環境学府及び人間環境学研究院では、それぞれの理念・目標に基

づく独自の中期目標・中期計画及び年度計画を立て、その実施状況について毎年度自

己点検・評価を行っている。評価結果は次年度の年度計画に反映させるとともに、全

学の年度計画の自己点検・評価にも反映されている。 

２．九州大学では、教員業績評価の実施に係る大学全体の基本的枠組みを総長裁定とし

て定め、平成 20 年度から、全部局において全教員を対象とした評価を開始している。

本専攻を含む人間環境学研究院では、総長裁定に即し、部局の特性に配慮した独自の

評価実施方法や評価基準等を定め実施している。 
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第１０章 施設、設備及び図書館等【項目１０－１ 施設の整備】 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜基準１０－１－１に係る状況＞ 

 本専攻では、平成 17 年度の設置当初より、本専攻の教育に必要な施設として、総合臨床

心理センター棟及び教育心理棟を備えていたが、その後の完成年度に至るまでの学生数の

増加、授業や実習の多様化に対応し、臨床心理実習棟が新たに整備され平成 18 年度より使

用を開始するなど、本専攻の運営に必要な施設の整備に努めている。 

 

（１）教室、演習室及び実習室 

 本専攻では、講義については総合臨床心理センター棟の集団訓練室及び共同利用室、教

育心理棟のプレイルームを教室に使用している。この３室はいずれも実習室としての使用

との併用である。本専攻で行われる講義は臨床心理の実習的内容を含めて行われるものが

多いため、固定座席の教室ではなく、可動座席を使用して実習室との併用を行っている。  

固定座席の教室が望ましい場合は、文系講義棟の講義室を使用している。また、少人数

で行われる演習には、総合臨床心理センター棟の和室を演習室として使用している。 

 臨床心理の実習のための施設としては、23 室の実習室が配置されている。総合臨床心理

センター棟及び臨床心理実習棟では、主に総合臨床心理センターの子ども発達相談部門及

び生涯発達相談部門の実習、教育心理棟では心理教育相談部門の実習が行われている。 

＜基礎データⅩ－１＞【解釈指針１０－１－１－１】 

 

（２）教員室・面談スペース 

 本専攻の常勤専任教員の教員室は、総合臨床心理センター棟、教育心理棟、文・教育・

人環研究棟に各自１室備えられている。学内の他地区に教員室を有する実務家教員２名お

よび非常勤教員には、共同で利用する教員室を配置している。 

授業の準備（教材の作成、資料の印刷等）については、総合臨床心理センター１階に事

務室が設けられ、器材が準備されている。非常勤教員については、センター事務室の常勤

職員１名が資料の印刷等を行っている。【解釈指針１０－１－１－２】 

 教員が学生と面談する場合は、教員研究室を使用するほか、その時間に使用されていな

い実習室（面接室等）を利用することが可能である。また、学内他地区に教員室を有する

実務家教員と非常勤教員が共同で利用する教員室を用いることもできるため、教員が学生

と面談できるスペースは十分確保されている。【解釈指針１０－１－１－３】 

 

（３）事務室 

基準１０－１－１ 

 評価対象大学院には、その規模に応じ、教員による教育及び研究並びに学生の学習そ

の他専門職大学院の運営に必要十分な種類、規模、質及び数の教室、演習室、実習室、

自習室、図書館、教員室、事務室その他の施設が備えられていること。これらの施設は、

当面の教育計画に対応するとともに、その後の発展の可能性にも配慮されていること（レ

ベル１）。 
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 総合臨床心理センター１階事務室（28 ㎡）には、事務職員１名が常駐しており、講義用

教材や配布物の管理など教務の運営のための一切の実務、学生に対する事務連絡、センタ

ーの管理事務を担当している。また、法学部棟に設置された専門職大学院係には一般職員

３名が常駐している。同係では、入学者選抜の管理事務、本専攻の管理運営に関する事務、

対外的な質問・問い合わせ等の窓口などの役割を担っている。 

以上のように、すべての事務職員が十分かつ適切に職務を行うことができるだけのスペ

ースが確保されている。【解釈指針１０－１－１－４】 

 

（４）自習室・図書室 

 本専攻では、学生の自学自修を可能にするため、臨床心理実習棟、教育心理棟、文・教

育・人環研究棟内に学生の自習室７室（各 23 ㎡～26 ㎡）を設けている。自習室は 24 時間

利用可能であり、相互管理によりセキュリティーの対策も行っている。また、これ以外に

実習用の 23 室を、学生は必要に応じて使用することができ、学習および学生同士の交流に

役立てている。 

 図書・雑誌等の利用については、文系合同図書室が設けられている。文系合同図書室は、

総合臨床心理センターと教育心理棟との中間の位置にあるため、図書資料を有効に活用し

学習することが可能である。さらに、利用の利便性を図るため、教育心理棟の事務室に外

国語雑誌の近刊が配架されており、学生がそれを学習に役立てる環境が整っている。【解釈

指針１０－１－１－５】 

 同図書室は、平日は午前９時から午後 10 時まで利用可能であり、学生はデータベースを

利用することもできる。また閲覧のためのスペースが 20 席程度設けられている。同図書室

は本専攻の専用ではないが、文系合同図書室運営委員会には心理系教員が参画しており、

教育及び研究その他の業務に支障なく使用することができる状況にある。このほか、本学

附属図書館（中央図書館）も同じキャンパスの遠くない距離のところにあり、学生はそこ

に所蔵された図書や雑誌等を有効に利用できている。【解釈指針１０－１－１－６】 

 

第１０章 施設、設備及び図書館等【項目１０－２ 設備及び機器の整備】 

 

 

 

 

 

 

＜基準１０－２－１に係る状況＞ 

 本専攻では、設置当初より、各施設において教員による教育及び研究並びに学生の学習

その他の業務を効果的に実施するために必要で、かつ、技術の発展に対応した設備及び機

器が整備されている。【解釈指針１０－２－１－１】 

 

（１）設備：学内実習施設には、＜基礎データⅢ－１＞に示すような設備を有している。 

 

基準１０－２－１ 

 各施設には、教員による教育及び研究並びに学生の学習その他の業務を効果的に実施

するために必要で、かつ、技術の発展に対応した設備及び機器が整備されていること（レ

ベル１）。 
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（２）情報機器：教員による教育及び研究並びに学生の学習のための文書作成用ＰＣ、統

計処理用ＰＣ及び統計ソフトウェア、ネットワーク接続用ＰＣ、プリンター、デジタ

ルカメラ、複写機、印刷機、プロジェクター、スクリーン、録音・録画機器等を各施

設に有している。また、本専攻内の講義室、演習室、学生自習室、会議室、事務室に

ＬＡＮ回線を配備しており、どの施設からのインターネット利用も可能としている。 

 

（３）情報管理用設備・機器：来談者の個人情報を守るための書類保管庫、シュレッダー

等を各施設に有している。 

 

（４）心理検査・用具：来談者のアセスメント及び支援のために必要な知能検査（WISC、

WAIS、田中ビネー等）、発達検査、深層心理検査（ロールシャッハ・テスト、TAT 等）、

質問紙検査（MMPI、CMI 等）、箱庭療法用具等を有している。 

 

第１０章 施設、設備及び図書館等【項目１０－３ 図書館の整備】 

 

 

 

 

 

 

＜基準１０－３－１に係る状況＞ 

（１）文系合同図書室 

本学附属図書館、文系合同図書室において、自由に閲覧、貸し出しを可能とし、教育及

び研究その他の業務に支障なく使用することができる。その管理には、人間環境学研究院

の商議委員が参画している。（資料１０－３－１－Ａ）《添付資料 20》 

【解釈指針１０－３－１－１】 

 

資料１０－３－1－Ａ 人間環境学研究院図書委員会委員（抜粋） 

委員会等名 年 任期 職、人数 

附属図書館商議委員会 ２ 平成 20 年４月～22 年３月 人間環境学研究院教授 ２名 

 

（２）専門的能力を備えた職員の配置及びその資格等 

  蔵書の購入・分類等の専門的能力が要求される事務については、人間環境学研究院図書

委員会の指揮の下、司書の資格を備えた文系合同図書室の専門職員が行っている。（資料１

０－３－１－Ｂ）【解釈指針１０－３－１－２～３】 

 

資料１０－３－１－Ｂ 図書館に関わる職員の配置（平成 21 年５月現在） 

 文系合同図書室 

司書の資格を備えた職員 16 人 

基準１０－３－１ 

 専門職大学院には、その規模に応じ、教員による教育及び研究並びに学生の学習を支

援し、かつ促進するために必要な規模及び内容の図書館が整備されていること（レベル

１）。 
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（３）教員による教育及び研究並びに学生の学修に必要な図書及び資料 

九州大学附属図書館、文系合同図書室において、心理学関係図書 30,675 冊、雑誌 628

誌を有している。また、過去４年間に購入した臨床心理学関係の図書は 2,430 冊、雑誌は

285 誌であり、教員による教育及び研究並びに学生の学修に必要な図書及び資料を備えて

いる。【解釈指針１０－３－１－４】 

 

（４）図書及び資料の管理、維持 

 蔵書の購入・分類等の専門的能力が要求される事務については、人間環境学研究院図書

委員会の指揮の下、文系合同図書室の専門職員が行うとの分担体制がとられている。【解釈

指針１０－３－１－５】 

 

（５）教員による教育及び研究並びに学生の学修を支援するために必要な体制 

 文系合同図書室の人的体制は上記（２）に述べた通りである。また、教員による教育及

び研究並びに学生の学修に必要な図書及び資料については（３）に述べたとおり整備して

いる。図書館の利用については、入学時のオリエンテーションにおいて説明を行っている。

【解釈指針１０－３－１－６】 

 

（６）教員による教育及び研究並びに学生の学修に必要で、かつ技術の発展に対応した設

備の整備 

  教員及び学生が文献検索のため、各教員研究室及び学生自習室のＰＣによりアクセスで

きるシステムと図書館内にも複数のＰＣが設置されており、教員及び学生の学習の効果を

上げる設備を有している。【解釈指針１０－３－１－７】 

 

（７）プライバシー保護の観点から、公開になじまない図書や資料の管理のための設備と

体制 

  関係者のプライバシー保護の観点から、一般利用者への無条件の公開になじまない図書

や資料については、厳重に管理されている。特に、修士論文、博士論文は鍵のかかる保管

庫に管理されており、貸し出しは原則禁止され、複写を希望する場合は、指導教員のサイ

ンを必要とするなどの管理体制を整えている。また、本専攻の事例研究論文については、

公開していない。【解釈指針１０－３－１－８】 

 

第１０章 施設、設備及び図書館等 ＜優れた点及び改善を要する点等＞ 

＜優れた点＞ 

１．本専攻では、学内施設に備えられた設備として＜基礎データⅢ－３＞に示したように、

学生の修学環境としてＰＣを備えた自習室、実習施設である学外利用者のための相談施

設、訓練施設、管理施設等を十分に整備している。また、施設の整備拡充に当たっては、

学生の意見・要望を取り入れつつ、さらなる充実に努めている。 

 

２．本専攻が管理している講義室、演習室、学生自習室、会議室、事務室にＬＡＮ回線を

配備しており、どの施設からのインターネット利用も可能としている。 


